


2広報 平成 年 月 日

裁
判
員
制
度

、

国
民

皆

裁
判
員

刑
事
事
件

参
加

、

被
告
人

有
罪

、

有
罪

場
合

刑

裁
判
官

一
緒

決

制
度

。

制
度
、

平
成

年

月

日

「

裁
判
員

参
加

刑

事
裁
判

関

法
律」

成
立

伴
、

平
成

年

月

日

実
施

。

裁
判
員
制
度
、

皆

刑

事
裁
判

参
加

、

裁
判

身
近

分

、

司
法

対

信
頼

向
上

期
待

。

裁
判
員
制
度

対
象

事

件

代
表
的

次

。

・
人

殺

場
合（

殺
人）

・
強
盗

人

、

死
亡

場

合（

強
盗
致
死
傷）

・
人

、

死
亡

場
合（

傷
害
致
死）

・
泥
酔

状
態

自
動
車

運

転

人

、

死
亡

場
合（
危
険
運
転
致
死）

・
人

住

家

放
火

場
合

（

現
住
建
造
物
等
放
火）

・
身
代
金

取

目
的

人

誘

拐

場
合（

身
代
金
目
的
誘
拐）

・
子

食
事

与

放
置

、

死
亡

場
合（

保
護
責
任
者
遺
棄
致
死）

地
方
裁
判
所

管
内

市

町
村

選
挙
管
理
委
員
会

選

作
成

名
簿

基

、

翌
年

裁
判
員
候
補
者
名
簿

作
成

。

↓

裁
判
員
候
補
者
名
簿

記
載

通
知

。

、

就
職
禁
止
事
由

客
観
的

辞
退

事
由

該
当

調
査
票

送
付

。

調
査
票

返
却

、

明

裁
判
員

人

年

通

辞
退
理
由

認

人

裁
判
所

呼

。↓

事
件

裁
判
員
候
補
者
名

簿

中

裁
判
員
候
補

者

選

。

通
常、

事

件

人

人
程
度

選

。

↓

選

裁
判
員
候
補

者

質
問
票

同
封

選
任
手

続

期
日

知

（

呼
出
状）

送

。

質
問
票

返
却

辞
退

認

場

合

、

呼

出

取

消

、

裁
判
所

行

必
要

。

↓

裁
判
員
候
補
者

選
任
手
続

当
日、

裁
判
所

行

。

裁
判
長

候
補
者

対
、

不
公
平

裁
判

有
無、

辞
退
希
望

有
無

・
理
由

質
問

。

候
補
者

保
護

、

手
続

非
公
開

。

↓

最
終
的

事
件

裁
判
員

人

選

（

必
要

場

合

補
充
裁
判
員

選
任

）

。

通
常

午
前
中

選
任
手

続

終
了
、

午
後

審
理

始

。

裁
判
員
候
補
者
名
簿

作
成

調
査
票

候
補
者

通
知

事
件

名
簿

中

候
補
者

選

質
問
票

選
任
手
続

期

日

知

（

呼
出
状）

送

選
任
手
続

期
日

人

裁
判
員

選
任

なかがわ

と
は

の

さ
ん
に

と
し
て

に

し
て
も
ら
い

が

か
ど
う
か

の

ど

の
よ
う
な

に
す
る
か
を

と

に

め
る

で
す

こ
の

は

に

の

す
る

に

す
る

が

し
た
の
に

い

か
ら

さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た

は

さ
ん
が

に

す
る
こ
と
に
よ
り

が

で

か
り
や
す
い
も

の
と
な
り

に

す
る

の

に
つ
な
が
る
こ
と
が

さ
れ
て
い
ま
す

の

と
な
る

の

な
も
の
は

の
と
お

り
で
すを

し
た

が

に
け
が
を
さ
せ

あ

る
い
は

さ
せ
て
し
ま
っ
た

に
け
が
を
さ
せ

さ
せ

て
し
ま
っ
た

し
た

で

を

し
て

を
ひ
き

さ
せ
て

し
ま
っ
た

の

む

に

し
た

を

る

で

を

し
たど

も
に

を

え
ず

し
た
た
め

し
て
し
ま
っ
た

ご
と
に

の

の

が
く
じ

で

ん
で

し
た

に

づ

き

の

を

し
ま
す

に

さ

れ
た
こ
と
を

し
ま
す

ま
た

や

な

に

し
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
を
た
ず
ね
る

を

し
ま
す

を

し
て
も

ら
い

ら
か
に

に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い

や

を

じ
て

が

め
ら
れ
る

は

に

ば
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
んご

と
に

の

か
ら
く
じ
で

が

ば
れ
ま
す

あ
た
り

か
ら

が

ば
れ
ま
す

く
じ
で

ば
れ
た

に

を

し
た

き

の
お

ら
せ

を

り
ま
す

を

し

て
も
ら
い

が

め
ら
れ
る

に
は

び

し
を

り

し

ま
す
の
で

へ

く

は
あ
り
ま
せ
ん

は

き

の

に

く
こ
と
に

な
り
ま
す

は

に

し

な

を
す
る
お

そ
れ
の

の

な
ど
に
つ
い
て

を
し

ま
す

の
プ
ラ
イ
バ
シ

を

す
る
た
め

こ
の

は

と
な
っ
て
い
ま
す

に

ご
と
に

が

ば
れ
ま
す

な

は

も

し
ま
す

で
あ
れ
ば

に

を

し

か
ら

が

ま
り
ま
す

を

と
と
も
に

に

ご
と
に

の

か
ら
く
じ

で

が

ば
れ
ま
す

と
と
も
に

き

の
お

ら
せ

が

ら
れ
ま
す

き

の

を
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3 広報 平成 年 月 日

裁
判
員

選

、

次

仕
事

。

裁
判
員

選、

裁

判
官

一

緒

刑
事

事
件

法

廷（
公
判

）

立

会
、

判
決

関
与

。
公
判

連
続

開

。

公
判

証
拠
書

類

取

調

、

証
人

被
告
人

対

質
問

行

。

裁
判
員

証
人
等

質

問

。

証
拠

調

、

今

度

事
実

認
定
、

被
告
人

有
罪

無
罪
、

有
罪

刑

裁

判
官

一
緒

議
論

（

評
議）

、

決
定

（

評
決）

。評
議

尽

、

意
見

全
員
一
致

得

、

評
決

多
数
決

行

（

、

裁
判
官、

裁

判
員

名
以
上

賛

成

必
要）
。

有
罪

無
罪
、

有
罪

場
合

刑

関

裁
判
員

意
見
、

裁
判
官

同

重

。

評
決
内
容

決

、

法
廷

裁
判
長

判
決

宣
告

。

裁
判
員

役
割

判
決

宣
告

終

了

。

Ｑ

裁
判
員
候
補
者

選

確
率

？

栃
木
県

約

Ａ

人

人

見
込

。
Ｑ

裁
判
員

辞
退

？

基
本
的

Ａ、

法
律

認

事
情

場
合

辞
退

。

例

、

次

。

・
重

疾
病

傷
害

・
同
居

親
族

介
護
・
養
育

・
事
業
上

重
要

用
務

自
分

処
理

著

損
害

生

。

・
父
母

葬
式

出
席

社

会
生
活
上

重
要

用
務

、

別

日

行

。
Ｑ

裁
判
員（

候
補
者）

裁
判
所

行

会
社

休

、

会
社
内

不
利
益

受

？

裁
判
員

仕
事

必
要

Ａ休

、

法
律

認

。

、

雇
用

者

解
雇

不
利
益

扱

、

法
律

禁

。

Ｑ

裁
判
員

何
日
間

裁
判

参
加

？

通
常、

数
日
間
程
度

見

Ａ込

。

Ｑ

裁
判
員

家
族

親

人

話

？

例

Ａ
自
分

裁
判
員

公
表

許

、

身
近

人

話

。

Ｑ

巻

込

？

裁
判
員

法
律

保
護

Ａ

。

裁
判
員

頼

事

、

裁
判
員

家
族

脅

者

刑
罰

科。

Ｑ

法
律

知
識

大
丈
夫

？

大
丈
夫

。

日
常
生
活

Ａ
行

判
断

。
Ｑ

評
議

必

意
見

言
？

自
由

自
分

気
付

Ａ

述

、

議
論

参
加。

意
見

変

自
由

。

■
公
判

立

会

■
評
議
・
評
決

■
判
決
宣
告
・
裁
判
員

任
務
終

了

なかがわ

に

ば
れ
た
ら

の

よ
う
な

を
し
ま
す

に

ば
れ

た
ら

と
に

の

と
い
い
ま

す

に

ち

いま
で

す
る

こ
と
に
な

り
ま
す

は
し
て

か
れ
ま
す

で
は

を

り

べ
る
ほ
か

や

に

す
る

が

わ
れ

ま
す

か
ら

に

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

を
す
べ
て

べ
た
ら

は

を

し

が

か

か

だ
と
し
た

ら
ど
ん
な

に
す
る
べ
き
か
を

と

に

し

す
る

こ
と
に
な
り

ま
す

を

く
し
て
も

の

が

ら
れ
な
か
っ
た
と

き

は

に
よ
り

わ

れ
ま
す

た
だ
し

の
そ
れ
ぞ
れ

の

が

か

か

の

の

に

す
る

の

は

と

じ

み
を
も
ち
ま
す

が

ま
る
と

で

が

を

す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

と
し
て

の

は

の

に
よ
り

し
ま
す

に

ば
れ

る

は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か

に
お
い
て
は

に

と

ま
れ
て
い

ま
す

を

す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
か

に
は
で
き
ま
せ
ん

が

で

め
ら
れ
た

が

あ
る

は

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

え
ば

の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す

い

や

の

の

の

な

を

で

し
な
い
と

し
い

が

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

の

へ
の

な
ど

の

な

が
あ
っ

て

の

に

う
こ
と
が
で
き

な
い

と
し

て

に

く
た
め
に

を

む
と

で

を

け
ま
せ
ん
か

の

に

な

み
を
と
る
こ
と
は

で

め
ら
れ
て
い
ま
す

ま
た

が

な
ど

な

い
を

す
る
こ
と
は

で

じ
て
い

ま
す

は

ぐ
ら
い

に

す
る
の
で
す
か

と

ま
れ
て
い
ま
すに

な
っ
た
こ
と
を

や

し
い

に

し
て
も
よ

い
の
で
す
かえ

ば
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

で

が

に
な
っ
た
こ
と

を

す
る
こ
と
は

さ
れ
ま
せ

ん
が

な

に

す
こ
と
は

か
ま
い
ま
せ
ん

ト
ラ
ブ
ル
に

き

ま
れ

た
り
し
な
い
で
す
か

は

で

さ

れ
て
い
ま
す

に

み

を
し
た
り

や
そ
の

を

し
た

に
は

が

せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の

が
な
く
て
も

で
す
か

で
す

で

っ
て
い
る

を
し
て
く
だ

さ
い

で
は

ず

を

わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か

に

の

い
た

こ
と
を

べ
て

に

し

て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
す

を

え
る
こ
と
も

で
す

に

ち

う

の
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4広報 平成 年 月 日

「花 風 」 取 馬頭観光協会事務局

長 小室利次 話 伺 。

今回 回目 「花 風 」 「 ー

ー 広重美術館 来館 客 町内

楽 行 」 思 、始 契機

、乾徳寺 檀家 方 中心 、町全体 広 。

参加者 化 防 、毎年目先 変 「 祭 」 歴

史 生 工夫 願 。

「 祭 皆平等。参加者 自 楽 実施

基本的 、何 苦労 点 」 謙 。

「 、 祭 定着 ー ー 増 、 、

、 日宿泊 体験 」 将

来 夢 語 。

月

日

月

日

、

町

訪

観
光
客

楽

、

心

行

「

花

風

」

商
店
街

民
家

町
内
全
域

開
催

。

今
年

年
目

有
志

組
織

「

花

風

会」

主
催

、

那
珂
川
町

小
川
地
区

参
加
団
体

加

、

今
年

団
体

観
光

繰

広

。

掘

陶
芸、

勾
玉

体
験
型

音
楽
会、

絵
画
展

写
真
展、

竹
芸
展、
庭
園
接
待

催
、

町
内
外

親
子
連

訪

、

人
出

。
、

月

日

日

、

静
神
社
例
大
祭「

馬
頭

祭

」

催

、

馬

頭
地
区

中
心
商
店
街

県
内
最

古

彫
刻
屋
台

台

引

回

行

。

今
年

当
番

町

新
町
、

日

茨
城
県

磯
節
保
存
会

「

民
謡

踊

」

披
露

。

、

御
帰
社

色

衣
装

身

、

金
棒

持

稚
児

練

歩

。

見
物
客

切

。

なかがわ

の まつり を りまとめた

の さんにお を いました

で となる の まつり は ゴ ルデ

ンウィ クの に したお さまに で

しんで ってもらいたい と い めたのが

となり の の などが となって に がったそうです

にはマンネリ を ぐために を えて たけのこ り の

を かしたおもてなしの をお いしているそうです

お りは ができるおもてなしを らも しみながら する

というのが なスタンスなので も した はない と そん

ようやく このお りが しリピ タ も えてきたので これからは

しながらさまざまな ができるようなイベントにできれば と

への を っていました

か
ら

に
か

け
て

を

れ
た

に

し
ん
で
も
ら
お
う
と

づ
く
し

の
お
も
て
な
し
を

う

の

ま
つ
り

が

や

な
ど

で

さ
れ
ま
し
た

で

と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は

で

す
る

の

ま
つ
り

が

す
る
も

の
で

と
な
っ
て
か
ら

は

の

も

わ

り

は

が
さ
ま
ざ
ま

な

イ
ベ
ン
ト
を

り

げ
ま

し
たた

け
の
こ

り
や

づ
く
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト

や

やな
ど
を

し

か
ら

れ
な
ど
が

れ

た
く
さ
ん
の

で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た

ま
た

か
ら

に

か
け
て

た
け
の
こ

り

が

さ
れ

の

で

の

の

き

し

が

わ
れ
ま
し
た

の

は

で

に
は

に
よ
る

と

り

が

さ
れ
ま
し
た

ま
た

で
は

と
り
ど

り
の

を

に
ま
と
い

ち
ょ

う
ち
ん
に

を

っ
た

が

り

き
ま
し
た

は
さ

か
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ

を

っ
て
い
ま
し
た
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自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ららららららららららららららららららららららららららもももももももももももももももももももももももももも ししししししししししししししししししししししししししみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみななななななななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががががががががらららららららららららららららららららららららららら すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももててててててててててててててててててててててててててななななななななななななななななななななななななななしししししししししししししししししししししししししし

ミルクくずもち り

ままままままままままままままままままままままままままほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばががががががががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり にににににににににににににににににににににににににに きききききききききききききききききききききききききき るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお ささささささささささささささささささささささささささまままままままままままままままままままままままままま
ここここここここここここここここここここここここここいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいののののののののののののののののののののののののののぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりとととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご

たけのこ り
なごみの

作 方講習会（森牧場）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」 聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞 入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入 客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」））））））））））））））））））））））））））

堀
（盛谷 里）

ま
が
た
ま

ー



5 広報 平成 年 月 日なかがわ 20 10６

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列列

（（（（ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（（（（（（（（（（（ （

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道

駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅）））） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）））））））））））） ）

抹茶接待（広重美術館入口）岡倉 ー （和見小）竹 （和見小）

山野草 盆栽展（乾徳寺）竹芸展（ 森）語 （ 森公園）

きききききききききききききききききききききききききき しししししししししししししししししししししししししし

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ここここここここここここここここここここここここここ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ

るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど

のののののののののののののののののののののののののの

おゆかりコンサ トとんぼづくり

のすくすくのまほろば り ふるさとの

ーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーーーーーーーーー ー



6広報 平成 年 月 日

平
成

年
春

叙
勲
伝
達
式

月

日、

国
立
劇
場

行

、

古
澤
實
氏（

小
川）

瑞
宝
小
綬
章

授
与

。

古
澤
氏
、

昭
和

年

平
成

年

月

教
職

携

、

職
務

精
励

。

退
職
後
、

小
川
町

教
育

委
員

就
任
、

後
合
併

年
間、

小
川
町
教
育

長

歴
任

。

長
年

実
績

認

、

受
章

。

誠

。

平
成

年
春

褒
章
伝
達
式

月

日、

農
林
水
産
省

行

、

國
安

一
郎
氏（

久
那
瀬）

黄
綬
褒
章

授
与

。國
安
氏

早

農
業
経
営

栽
培

導
入
、

試

行
錯
誤

集
落

栽
培

礎

築

。

、

久
那
瀬
農
産
物
販
売
組
合

組
織
、

県
内

草
分

農
産
物
直
売
所

開

設。

以
来

年
間、

副
会
長

会
長

組
合
員

、

農
産
物
直
売
所
活
動

基
礎

築

上

。

地
道

努
力

実

結

、

受
章

。

自
動
車

運
転
者

助
手
席
以

外

、

装
着

者

乗
車

自
動
車

運
転

。

※
本
改
正

、

「

努
力
義
務」

「

義
務
化」

。

高
速
道
路（

県
内

東
北
自
動
車
道
及

北
関
東
自

動
車
道）

及

自
動
車
専
用
道
路

（

県
内

日
光
宇
都
宮
道
路）

違
反

対

、

基

礎
点
数

点

付

。

歩
道
通
行

要
件

・「

普
通
自
転
車

歩
道
通
行
可」

標
識

設
置

歩
道

・

歳
未
満

子

歳
以

上

高
齢
者

運
転

・
車
道

交
通

状
況

得

場
合

歳
未
満

子

保
護
者

、

子

自
転
車
乗
車
時

乗
車
用

努

。
※
自
転
車
乗
車
時

、

①
自
転

車

運
転

、

②
補
助

同
乗

双
方

。

歳
以
上

方

普
通
自
動
車

運
転

場
合、「

高
齢
運
転

者
標
識」（

通
称「

」）

表
示

。

【

罰
則
等】

万
円
以
下

罰
金、

基
礎
点
数

点、

反
則
金

千
円

※
高
齢
運
転
者
標
識

表
示

車
両

対

幅
寄
、

割

込

従
来

禁
止

。［

万
円
以
下

罰
金、

基

礎
点
数

点、

反
則
金

千
円

（

普
通
車

場
合）］

なかがわ

の

が

で

わ

れ

に

が

さ
れ
ま
し
た

は

か
ら

ま
で

に

わ

り

に

さ
れ
ま
し
た

は

の

に

し

そ
の

ま
で
の

を

さ
れ
ま
し
た

こ
れ
ら

の

が

め

ら
れ

し
た
も
の
で
す

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

の

が

で

わ
れ

に

が

さ
れ
ま

し
た

は

く
か
ら

に
ハ
ウ
ス

を

し

し
な
が
ら

の
ハ
ウ
ス

の

を

き
ま
し
た

ま
た

を

し

で
も

け
と
な
る

を
そ

し
て

と
し
て

を
リ

ド
し

の

を

き

げ
ま
し
た

そ
の

な

が

を

び

さ
れ
た
も
の
で
す

の

は

に
つ
い
て
も

シ

ト
ベ
ル
ト

を

し
な
い

を

さ
せ
て

を

し
て
は
い
け
ま
せ

ん

に
よ
り

こ
れ
ま
で
の

が

に

な
り
ま
す

で

は

び

び

で
は

に
お
け
る

に

し
て
は

が

さ
れ
ま
す

が
で
き
るの

の

が

さ
れ
て
い
る

の

ど
も
や

の

が

す
る
と
き

ま
た
は

の

か
ら

み
て
や
む
を

な
い

の

ど
も
の

は

ど
も
の

に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ

る
よ
う
に

め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

と
は

を

さ
せ
る
と
き

い
す
な
ど
で

さ
せ
る
と
き
の

を
い
い
ま
す

の

は

を

す
る

も
み
じ
マ

ク

を

し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

の

を

し
た

に

す
る

せ

り

み
は

か
ら

さ
れ
て
い
ま

す

の

の

20 10

20

12

33

10

20

16

20

13

70

1375

６

５
５

３

５

１

２
１

４

５
１

６

古
澤
實
氏

瑞
宝
小
綬
章

國
安

一
郎
氏

黄
綬
褒
章

が

が

ー

ー

ー

「普通自動車
歩道通行可」

「高齢運転者標識」
通称「 ー 」

の

もみじマ ク

■
被
害
軽
減
対
策

■
自
転
車
利
用
者
対
策

■
高
齢
運
転
者
対
策

○
後
部
座
席

着

用
義
務
付

○
普
通
自
転
車

歩
道
通
行
可
能

要
件

明
確
化

○
乗
車
用

着
用
努
力

義
務

導
入

○

歳
以
上

運
転
者

対

「

高
齢
運
転
者
標
識」

表
示

義
務
付

平
成

年

月

日

交
付

道
路
交
通
法

一
部

改
正

法

律

一
部
、

平
成

年

月

日

施
行

。

一
人

交
通

守
、

事
故

快
適

交
通
社
会

。

改
正
点

次

。

シ

ト
ベ
ル
ト
の

け

の

の

ヘ
ル
メ
ッ
ト

の

の

に

す
る

の

け

に

さ
れ
た

の

を

す
る

の

が

に

さ
れ
ま
す

ひ
と
り
が

ル

ル
を

り

の
な
い

な

を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

お
も
な

は

の
と
お
り
で
す

ー

ー

75

19

20
20

6

6

1



7 広報 平成 年 月 日

保険料 納 方 、

種類 。納付方法 、法律 定 条件

基 決定 、本人 納付方法 選択 。

下記 表 、平成 年 月 日現在、加入 健康保険 納付 ー 示 。

※平成 年 月以降、保険 変更 方 歳 方 、異 場合 、

了承 。

特別徴収

普通徴収

特別徴収

普通徴収

特別徴収

普通徴収

● ● ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ●

○ ○ ○ ○ ○

※本人 社会保険 加入 場合、特別徴収 対象 方 、本年 ～ 月 納付書 口座

振替 納付 。

月

日

開
催

第

回
町
議
会
臨
時
会
、

正
副
議
長

選
挙、

各
常
任
委
員

選
任

行

、

議
会

構
成

決

。

投
票

結
果、

議
長

小
川
洋

一
氏（

松
野）

、

副
議
長

薄
井

和
平
氏（

小
川）

選
出

。各
常
任
委
員
会、

議
会
運
営
委

員
会
等

構
成

次

。

（

敬
称
略）

◎

委
員
長

○

副
委
員
長

◎
岩
村

文
郎

○
原
田

照
信

福
島

泰
夫

川
上

要
一

薄
井

和
平

大
金

伊
一

◎
阿
久
津
武
之

○
鈴
木

和
江

鈴
木

雅
仁

石
田

彬
良

大
森

富
夫

小
川

洋
一

◎
橋
本

操

○
小
林

盛

益
子

明
美

大
金

市
美

桑
原

勇
一

杉
本

益
三

◎
川
上

要
一

○
石
田

彬
良

岩
村

文
郎

阿
久
津
武
之

橋
本

操

大
金

伊
一

◎
益
子

明
美

○
鈴
木

雅
仁

小
林

盛

福
島

泰
夫

川
上

要
一

大
森

富
夫

なかがわ

の め には と

の があります は で められた に

づき されているため が を することはできません

の は していた ごとの スケジュ ルを したものです

が になった や になられた については なる もありますので

ご ください

が に していた の となる でも の は または

による になります

に

さ
れ
た

で

の

の

な

ど
が

わ
れ

の

が

ま
り
ま
し
た

の

に
に

が

さ
れ
ま

し
た

の

は

の
と
お
り
で

す
は

は

20 10

20 31

19 75

６

２

３

９

７ ９

５

２

３

特別徴収（年金 天引 ） 普通徴収（納付書

口座振替 納付）

からの き または

による

●特別徴収 対象 方

●普通徴収 対象 方

の となる

の となる

1

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3

年間 基礎年金額 万円以上 、介護保険料 後期高齢者医療

保険料 合計額 、基礎年金額 超 方

特別徴収 対象 方 、 該当 。

Ｈ 時点
加入 保険

対象
区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

国民健康保険

社会保険

本 人

被扶養者

問 合 ：住民生活課保険年金係

小川洋一議長

薄井和平副議長

総
務
企
画
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

の が であり と

の が の を えない

の とならない が これに します

で
していた

となる

い わせ

18

1/2

20. .31 10 11 12

0287-92-1112

●印 、年金 天引 月 ○印 、納付書 口座振替 納付 月は からの きする は または による する

議
長

小
川
洋
一
氏

副
議
長

薄
井
和
平
氏

就
任

に

に

が



8広報 平成 年 月 日

新

、

利
用
目
的

種
類

必
要

。

。
電
話

音
声
告
知
放
送、

使。

使

使

。

同
軸

、

。
分
配
器

交
換

必
要

場
合

、

詳

電
気
工
事
店
等

尋

。

〔

使

例〕

・
劣
化

（

錆

発

生、

被
覆

割

等）

・

心

（

線
等）

用
配
線

分
離

新

配
線

必

要

。通
信
系

、

電

話
線

同
様
、

上

下

双
方
向

通
信

行

。

放
送
系

一
緒

使

、

宅
内

洗
濯
機

冷
蔵
庫

等

発
生

雑
音（

電
気

）

上

回
線

入

放

送

集

、

、

雑
音

強

（

Ｃ
Ｆ
Ｂ
以
上）

器
具

使

、

他

用
配
線

分
離

配
線

必
要

。新、

見

放
送
系

音
声
告

知
放
送

Ｉ
Ｐ
電
話、

等

行

通
信
系

一
体
的

提
供

。

放
送
系

提
供

、

。

台
目

、

Ｓ

Ｔ
Ｂ

接
続

情
報
検
索
用
端

末

使
用（

見

）

、

同

音
声
告
知
放
送
受
信
機

接
続

、

今

配
線

替

。音
声
告
知
放
送

聞

、

なかがわ

し
い
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

で
は

に
よ
り

の
ケ

ブ
ル
が

と
な
り
ま
す

の
ケ

ブ

ル
で
す

や

イ
ン

タ

ネ
ッ
ト
な
ど
に

う

の
ケ

ブ
ル
で
す

え
る
も
の
と

え
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す

ケ

ブ
ル
で
あ
れ
ばや

ブ

ス
タ

は

が

な

も

あ
り
ま
す
の
で

し
い
こ
と
は

に
お

ね
く
だ
さ

い

え
な
い
ケ

ブ
ル
の

し
た
ケ

ブ
ル

の

の
ひ
び

れ

の
ケ

ブ
ル

フ
ィ

ダ

テ
レ
ビ

と
は

し
た

た
な

が

で
す

ケ

ブ
ル
は

な
ど
と

に

り

り

の

で

を

う
た
め
の

ケ

ブ
ル
で
す

ケ

ブ
ル
と

に

う
と

の

や

か
ら

す
る

ノ

イ
ズ

が

り

に

っ
て

セ
ン
タ

に

ま
り

に

い
ケ

ブ
ル

や

を

っ
た

の
テ
レ
ビ

と
は

し
た

が

な

の
で
す

し
い
ケ

ブ
ル
テ
レ

ビ
で
は

テ
レ
ビ
を

る
た
め

の

の
サ

ビ
ス
と

や

イ
ン
タ

ネ
ッ
ト

を

う
た
め
の

サ

ビ
ス
を

に

し
ま

す

だ
け
の
サ

ビ
ス
は

で
き
ま
せ
ん
の
で

し
て
く
だ

さ
い

の
テ
レ
ビ
は

と

し
て

と
し
て
も

テ
レ
ビ
も

ら
れ
ま
す

し

じ
ケ

ブ
ル

に

も

し
ま
す
の
で

ま
で
の

に

え
て

に
な

り
ま
す

を

い
た

り

テ
レ
ビ
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
で

20 10６

２

２

５

１

【

宅
内
配
線
編】

Ｑ

『

今
何

違

？』

Ｑ

『

今

使

？』

Ｑ

『

、

新

配
線

必
要

？』

Ｑ

『

見

、

通
信
系

必
要

…
』

Ｑ

『

台

、

新

配
線

必
要

？』

Ｑ

『

部
屋

配
線

？』

1

2

34

5

1

6

ま
で
の
テ
レ
ビ
ケ

ブ
ル
と

が

う
の
で
す
か

ま
で
の
ケ

ブ
ル
は

え
な
い
の
で
す
か

な
ぜ

た
な

が

な
の
で
す
か

テ
レ
ビ
が

ら
れ
れ

ば
い
い
の
で

ケ

ブ

ル
は

な
い
の
で
す
が

テ
レ
ビ
が

だ
け
で

も

た
な

が

な
の
で

す
か

ど
の

に

す
れ

ば
い
い
の
で
す
か

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー
ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ａ①
放
送
系

見

②
通
信
系

通
信
連

絡
用

Ａ①
放
送
系使

②
通
信
系

使

。

Ａ

通
信

Ａ

通
信
系

必

設
置

Ａ

新

配
線

必
要

Ａ

1

2

34

56

ケ

ブ
ル

テ
レ
ビ
を

る
た
め

ケ

ブ
ル

ケ

ブ
ル

お

お
む
ね

え
ま
す

ケ

ブ
ル

え
ま
せ
ん

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め

ケ

ブ
ル
は

ず

た
な

が

ーー

ー

ー

ー

さ
び

ひ
ふ
く

加
入Ｑ

＆
Ａ（

）

に
あ
た
っ
て
の

そ
の
2



9 広報 平成 年 月 日

町

情
報

見

、

配
線

勧

。

個
人

工
事

場
合、

端
末
機
器

正
常

作
動

恐

、

。
月

、

町

業
者（

地
元

電
気
工
事
店
等）

指
定
、

公
表

予
定

、

。
、

新
築
等

、

早
急

配
線
工
事

必
要

場
合
、

高
度
情
報
化
推
進
室

相
談

。

。

加
入

、
。（

規
格

適
合

分
離
配
線
工
事

行

場
合

除

）

。

事
前

調
査
等、

今
後、

別
途
通
知

。

。

家

構
造

延
長

異

、

木
造

露

出
配
線
、

。
。指

定
業
者

行

工
事
、

原
則
的

通
信
系

配
線
工
事

。
放
送
系

配
線
工
事
等

併

依

頼

。

指
定
業
者

別
、

。今

使

電
話
機

接

続

、

町
内
無
料
電
話

Ｉ
Ｐ
電
話

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話

兼

用

、

。

、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

接
続

場
合

・

等

場
合
、

新

電
話
機

接
続
、

町
内

無
料
電
話

Ｉ
Ｐ
電
話

専
用
機

使
用

。。

撤
去、

処

分
等

費
用

個
人
負
担

。

台
目
以
降

、

今

見

。（

Ｖ
Ｈ
Ｆ

放
送
終
了
時

）

、

今

Ｕ
Ｈ
Ｆ

接
続

新

放
送
系

接
続

、

当
面

放
送

覧

場
合

、

調
整（

有
料）

必

要

。

番
組
内
容

契
約
者

異

、

。

、

今

配
線

生

、

接
続

、
放
送
系

混
合

、

詳

、

電
気

工
事
店
等

尋

。

なかがわ

の

を

た
り
す
る
た
め
に

へ
の

を
お

め
し
ま
す

で

し
た

が

に

し
な
い

れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
ろ
ま
で
に
は

が

の

を

し

す
る

で
す

か
らな

お

に
よ
り

に

が

な

は

に
ご

く

だ
さ
い

し
ま
す

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
に

す
る
た
め
に
は

に
な
り
ま
す

す
で
に

に

し
た

が

わ

れ
て
い
る

を

く

し
ま
す

の

の
ス
ケ
ジ
ュ

ル
に
つ
い
て
は

し
ま
す

に
な
り
ま
す

の

や
ケ

ブ
ル
の

に

よ
り

な
り
ま
す
が

の

で

で
す

が

う

は

に
は

ケ

ブ
ル
の

だ
け
で
す

ケ

ブ
ル
の

を

せ
て

す
る
こ
と
は

で
すと

は

に

お

い
の

を

す
る
こ
と
で

や

と

が

で
き
る
の
で

で
す

な
お

を

し

な
い

や
ホ

ム
テ
レ
フ
ォ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ン

の

は

た
な

を

し

や

の

と
し
て

し
ま
す

で
す

の

は

と
な
り

ま
す

の
テ
レ
ビ
は

の
ア
ン
テ
ナ
で

る
こ
と
も
で

き
ま
す

は
ア
ナ
ロ
グ

ま
で

な
お

ま
で

ア
ン
テ

ナ
に

し
て
あ
っ
た
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
を

た
に

ケ

ブ

ル
に

し
て

ア
ナ
ロ
グ

を
ご

に
な
る

に
は

チ
ャ
ン
ネ
ル

が

と
な
り
ま
す

は

や

が

な
り
ま
す
の
で

こ
と
に
な
り
ま
す

な
お

ま
で
の
ア
ン
テ
ナ
と

を

か
し
て

そ
の
ま
ま
テ

レ
ビ
に

す
る
か

ケ

ブ
ル
に

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で

し
い
こ
と
は

に
お

ね
く
だ
さ
い

20 10６

９

２

ＮＴＴ回線 接続 場合 接続 場合 利便性 比較

『
居
間』

家
人

集

部
屋

Ａ

必

電

気
工
事
店
等

専
門
業
者

依
頼

Ａ

直
接
指
定
業
者

依
頼

町

割

振

Ａ
指
定
業
者

紹
介

Ａ

通
信
系

、

新

配
線

必
要

月

順
次
実
施

Ａ

個
人
負
担

Ａ

万
円
程

度

直
接
業
者

支
払

Ａ

可
能

、

費

用

別
途
必
要

引

Ａ
込

線
工
事

行

業
者

行

Ａ

延
長
接
続
工
事

方

便
利

台
目
以
降

Ａ

放
送
系

接
続

、

不
要

不
要

、

Ｃ

ＡＳ

場
合

解
約

新

町
申

込

を する と しない の の

な
ど
の

が

ま
る

ず

の

に

し
て
く
だ
さ
い

に
ご

く
だ
さ
いあ

ら
か
じ
め

で

り

っ

た

を

ケ

ブ

ル
だ
け
は

た
な

が

ご
ろ
か
ら

お
お
む
ねに

お

い

く
だ
さ
い

で
す
が

は
き

み

を

う

が

い
ま
す

を
し
た

が

の
テ
レ
ビ
を

す
べ
て

ケ

ブ
ル
に

す
れ
ば

に
な
り
ま
す
が

の

し
て

た
に

の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ

ビ

ス
を

し

む

Ｎ Ｔ Ｔ 回 線 接 続
電 話 機 使 方 ＮＴＴ兼用 町内（ＩＰ）電話専用

通
話

種
類

① 通話 ○ ×
②停電時 通話 ○ ×

③市外 発信 ○ ×
（ＩＰ電話 可）

④ ○ ×
⑤ ○ ×

⑥ ○ ×

※上記通話 、ＮＴＴ 通話料 。（⑤⑥ ＩＰ電話 除 ）

の す る しない
の い

の

や への
の

への は

には の がかかります ､ を く

110 119

104 117や ､ の サ ビスの等 独自 番号 ー 利用NTT
フリ ダイヤル のー （ ） 利用0120-**

一般電話 携帯電話等 着信や からの （ＩＰ電話 番号 可）の へは

Ｑ

『

自
分

配
線
工
事

？』

Ｑ

『

業
者

頼

？』

Ｑ

『

指
定
業
者

依
頼

分

場
合
、

？』

Ｑ

『

新
築
等
、

配

線
工
事

済

場
合？』

Ｑ
『

工
事

？』

Ｑ

『

費
用

？』

Ｑ

『

用

配
線

等

調
整

一
緒

頼

？』

Ｑ

『

音
声
告
知
放
送
受
信
機

Ｓ
Ｔ
Ｂ

設
置、

調
整

指
定

業
者

行

？』

Ｑ

『

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

延
長

接
続
工
事

必
要

？』
【

編】

Ｑ

『

今

（

Ｕ
Ｈ

Ｆ
・
Ｖ
Ｈ
Ｆ）

不
要

？』

Ｑ

『

Ｂ
Ｓ

Ｃ
Ｓ

不
要

？』

789

で

を
し

て
も
い
い
の
で
す
か

ど
こ
の

に

め
ば

い
い
の
で
す
か

ど
の

に

し
て
よ
い
か

ら
な
い

は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

で

す
で
に

が

ん
で
い
る

は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か

い
つ
ご
ろ
か
ら

を

す
る
の
で
す
か

は

テ
レ
ビ

の

や
テ

レ
ビ

の

も

に

め
る

の
で
す
か

や

の

は

が

う
の
で
す
か

の

も

な
の
で
す
か

ア
ン
テ
ナ

の
ア
ン
テ
ナ

は

に
な
り
ま

す
か

や

の
ア
ン
テ

ナ
は

に
な
り
ま
す
か

789

9

2

2

10111213

1415

16

17

ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

10111213

1415

16

17

ー

ー

ー



10広報 平成 年 月 日

平
成

年
度

所
得
税

住
民
税

税
源
移
譲

実
施

、

平
成

年
度
住
民
税（
年

分

所
得

計
算）

税
負
担

上

分

平
成

年
分

所

得
税

減
額
調
整

、

基
本
的

負
担

増
額

。

、

平
成

年
中

所
得

大

下

、

所
得
税

場
合

、

減
額
調
整

金
額

所

得
税

差

引

。

、

。

対
象
者

次

。

①
平
成

年
度
住
民
税

課
税
所

得
金
額（

申
告
分
離
課
税
分

除

）

所
得
税

人
的
控
除

差

合
計
額

大

場
合

②
平
成

年
度
住
民
税

課
税
所

得
金
額（

申
告
分
離
課
税
分

含

）

所
得
税

人
的
控
除

差

合
計
額

少

同

場
合

住
民
税

所
得
税

人
的
控
除

（

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
基

礎
控
除

）

額

差

合
計
額

、

平
成

年
度

住
民
税

合

計
課
税
所
得
金
額（

課
税
長
期
譲

渡
所
得
等

金
額

場
合
、

金
額

合
計

金
額）

以
上

方

限

。

、

寄
付
金
控
除

人
的
控
除
以
外

控
除

増

加

、

住
宅

控
除

所
得
税

課
税

方

、

経
過

措
置
、

適
用

。

本
町

該
当
者

確
認

平
成

年
度、

平
成

年
度

那
珂
川
町
在
住
、

申
告
済

方

。

平
成

年

中
途

町
外

転
入

方

場
合
、

該
当

判
断

。

経
過
措
置

該
当

思

方
、

平
成

年

月

日
現
在

住

市
町
村

問

合

。

月

日～

月

日

間
、

平
成

年

月

日
現
在

住
所
所
在
地

市
町
村

申
告

。

税
務
課
住
民
税
係

なかがわ

よ
り

か
ら

へ
の

が

さ

れ
の

で

で

が

が
っ
た

は

の

で

さ
れ

に

の

は
あ
り
ま
せ
ん

し
か
し

の

が

き
く

が
り

が
か

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

は

す
べ
き

を

か
ら

し

く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

こ
の
た
め

は

の
と
お
り
で
す

の

を

く

が

と
の

の

の

よ
り

き
いの

を

む

が

と
の

の

の

よ
り

な
い
か
ま
た

は

じ

と

の

な
ど

の

の

が

の

の

の

が
あ
る

は

こ
れ
ら
の

を

し
た

に
な
る

に

ら
れ
ま
す

し
た
が
っ
て

な

ど
の

の

が

し
た
り

ロ

ン

な

ど
に
よ
っ
て

が

さ
れ

な
く
な
っ
た

に
は

こ
の

は

さ
れ
ま
せ
ん

で

で
あ
る
か

で
き
る
の
は

と
も

で

み
の

だ
け
で
す

の

で

か
ら

さ

れ
た

の

は

さ
れ
る

か
ど
う
か
の

が
で
き
ま
せ
ん

こ
の

に

す
る
と

わ
れ
る

は
お

ま
い
に
な
っ
て
い
た

へ
お

い

わ
せ
く
だ
さ

い

ま
で
の

に
の

の

に

し
て
く
だ
さ
い

20 10

19
19

18

19
19

1920
20

19

2019

19

31

19

６

１

１

７

１

７

１

１
０
２
８
７－

９
２－

１
１
２
０

税
源
移
譲
時

年
度
間

所
得

変
動

伴

経
過
措
置

の

の

の

に

う

～

平
成

年
度
住
民
税（

町
民
税
・
県
民
税）

適
用～

19

の
み
に

ご じですか
センタ

存 ？
障害者相談支援 ー

障害者相談支援 ー 在

宅 地域 生活 障害

方 家族 相談窓口

。福祉 ー 利用 余

暇活動等、 相談 応

。

相談時間 、月曜日 金曜

日 午前 時 分 午後

時 分 。

、電話 相談 行 、 気軽

相談 。

南那須地区障害者相談支援 ー

（那須烏山市旭 ）

センタ は

や で する のある

やその のための

です サ ビスの や

さまざまな に

じています

は から

の から

です

また による も っていますので お

にご ください

センタ

8 5

1－3 6 1 3

0 2 8 7－8 0－1 0 2 0

30

15

問 合

○
福
祉
基
金

○
奨
学
基
金

○
防
犯
灯
三
十
基

○
図
書
館

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

○
福
祉
金
庫

○
善
意
銀
行

い わせ

へへ
へ

へ

へへ

コ ディネ ター ー ー
石沢美子さん

十
万
円

横
山
水
木
様

（

北
向
田）

十
万
円

笠
井
新
一
様

（

大
那
地）

十
万
円

匿
名

東
京
電
力
㈱
宇
都
宮
支
社
様

児
童
用
図
書
五
万
円
分

飯
塚
美
智
様

（

馬
頭）

十
五
万
円

鈴
木
正
雄
様

（

矢
又）

六
万
円

益
子
和
弘
様

（

健
武）

八
千
円

匿
名（

回）

４
０
４

18

19

年
分

年
分

所
得

変
動

伴

負

担
増

調
整

経
過
措
置

設

申
告
受
付
期
間

問

合

と

の

の

に

う

を

す
る

が

け
ら
れ
ま
し
た

い

わ
せ

ー



11 広報 平成 年 月 日

法
律
上

規
制

、

多

県

、

自
区
内

処
理

原
則

他
県

産

業
廃
棄
物

搬
入

何

規

制

現
状

。

馬
頭
最
終
処
分
場
、

栃
木
県
内

排
出

廃
棄
物

受

入

。

、

南
那
須
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合

焼
却
灰

受

入

、

県

対
、

組
合

平
成

年

要
望
書

提
出

、

説
明
会

住

民

皆

要
望

数
多

出

。

馬
頭
最
終
処

分
場

管
理
型
最
終
処
分
場

、

一
般
廃
棄
物（

家
庭

）

焼
却
灰

受

入

可
能

構
造

、

町

引

続

受

入

要
望

考

。

最
終
処
分
場

埋

立

終
了
後
、

廃
棄
物

触

雨

水
等（

浸
出
水）

水
質

基
準

満

（

廃
棄
物

安
定
化

）

適
正

処
理

続

。

一
般
的

期
間

年
程
度

見
込

。

、

廃
棄
物

安
定
化

後
、

有

効

土
地
利
用
方
法

住
民

皆

意
見

聞

検
討

考

。

他

処
分
場

事
例

、

運
動

場

公
園

活
用

多

聞

。

なかがわ

の

は
あ
り
ま
せ

ん
が

く
の

で
は

の

か
ら

か
ら
の

の

に

ら
か
の

を
か
け
て
い
る
の
が

で
す

は

で

さ
れ
た

の
み
を

け

れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

ま
た

の

の

け

れ

に
つ
い
て
は

に

し

が

に

を

し

て
い
る
ほ
か

な
ど
で

の

さ
ま
か
ら

が

く

さ
れ
て
い
ま
す

は

で
あ

り

ゴ
ミ

の

も

け

れ
が

な

で
あ
る
こ
と
か
ら

と
し

て
は

き

き

け

れ
を

し
て
い
き
た
い
と

え
て
い
ま
す

で
は

め

て

も

に

れ
た

の

が

を

た
す

が

す

る

ま
で

に

し

け
ま

す

に
は
そ
の

は

と

ま
れ
ま
す

な
お

が

し
た

は

な

を

の

さ
ん
の

を

き
な
が
ら

し
て
い
き
た
い
と

え
て
い
ま
す

の

の

で
は

や

と
し
て

さ
れ
て
い

る
ケ

ス
が

い
と

い
て
い
ま

す

20 10

17

10

６

那珂川町JVC

会員募集
（那珂川町 ）ジュニアボランティアズクラブ

ボランティアがしたい だちの を げ

たい した を りたい とにか

く かしたい という の さん

で に しませんか

では を しています

ちょっと になるかも どういう を

しているのかな など のある は

までお にお い わせください

イベントに まつり

ども のお い キャンプ

ボランティア

クラブとの など

の

だから えたい の

かな そこで つ の

のつながり

は の

を に きな と や

さしき たちに まれ に

けてはばたく どもたちとそ

れを る のドラマです

そして の しい

を に で されました

さんの っている も てくるのではないでしょうか ぜ

ひ この にご そろってご ください

センタ あじさいホ ル

り

！友 輪 広

！充実 学生生活 送 ！

何 ！… 中高生 皆 、那

珂川町 一緒 活動 ？那珂

川町 随時会員 募集 。

「 気 …」「 事

？」 興味 方 、下

記 気軽 問 合 。

・町内各種 参加（福祉 等）

・子 会行事 手伝 （ 等）

・各種

（福祉施設・幼稚園・図書館等）

・他市町 交流

・那珂川町内在住 中学・高校生

・馬頭高校生

教育委員会生涯学習課

今 伝 、本当 豊

日本、 育 人々 心

―。映画「那須少年

記」 、昭和 年代 那須地

方 舞台 、大 自然 心

人 育 、未来

向 子

見守 教師 。

大田原市、那須塩原市、那須

町、 栃木 美 大自然

舞台 全編栃木県内 撮影 。

皆 知 景色 出 。

、 機会 家族 鑑賞 。

：平成 年 月 日（日）

：小川総合福祉 ー ー

：① ： ② ： ③ ：

：前売 券 一般 円 小・中・高校生 円

当 日 券 一般 円 小・中・高校生 円

：那珂川町青少年育成協会

：那珂川町文化協会

：教育委員会生涯学習課

JVC

JVC

0287 92 2897

30

20

10 30 14 00 18 00

1,200 800

1,500 1,000

0287 92 2897

活動内容

対 象

問 合

期 日

会 場

時 間

料 金

主 催

後 援

問 合

い わせ

い わせ

－ －

7 6

／

／

－ － Mail sgaku@town tochigi nakagawa lg jp： . - . .

映画「那須少年記」
上映会 知のお らせ

前売券販売所：山村開発 ー 小川公民館 馬頭図書館 小川図書館センタ ･ ･ ･

Ｑ

馬
頭
最
終
処
分
場

埼
玉

県

、

県
内

廃
棄
物

受

入

？

、

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合

焼
却
灰

受

入？

Ａ

Ｑ

埋

立

終
了
後

施
設

管
理
、

？
Ａ

で
は

の
よ
う
に

の

だ

け
を

け

れ
る
の
で
す
か

ま

た

の

は

け

れ
て
も

ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か

め

て

の

の

は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
ー

町

県
、

茨
城
県
笠
間
市「

」

、

埼
玉
県

寄
居
町「

埼
玉
県
環
境
整
備

」

最
終
処
分
場

住
民
視
察

実
施

、

視
察
後

参
加

皆

願

。

今
回
、

中

意
見

対

考

Ｑ
＆
Ａ
方
式

紹
介

。

と

は

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま

セ
ン
タ

な
ど
の

の

を

し
て
お
り

に

い
た
だ
い
た

さ
ん
に
ア
ン
ケ

ト
を

お

い
し
て
い
ま
す

は

そ
の

の

に

す
る

え
を

で

し
ま
す

ー

ー



12広報 平成 年 月 日

町

、

県

委
嘱

身
体
障
害
者
相
談
員

名、

知

的
障
害
者
相
談
員

名

、

紹
介

。

相
談
員
、

親
身

相

談

応

。

、

秘
密

守

、

気
軽

相
談

。

笹
沼

之
子（

馬
頭）

川
又

子（

馬
頭）

小
森

利
子（

小
川）

小
口

照
子（

片
平）

大
金

利
子（

馬
頭）

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

支
所
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

自

己
負
担
額
免
除

期
間

月

終
了

。

月
以
降

自
己

負
担
額

免
除

希
望

場

合

、

申
請

必
要

。

月

日

、

健
康
福
祉

課
社
会
福
祉
係

提
出

。
受
給
資
格
者
本
人

同
一

医

療
保
険

加
入

方
全

員
、

住
民
税
非
課
税

場
合

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

受
給
資
格
証、

医
療
保
険
証、

印

鑑※
他
市
町
村

住

方

医
療
保
険

扶
養

場
合
、

相
談

。

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

支
所
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

なかがわ

に
は

か
ら

さ
れ
た

が
が

い
ま
す

の
で

ご

し
ま
す

は

に
な
っ
て

に

じ
ま
す

ま
た

は

ら
れ
ま
す
の
で

お

に
ご

く
だ
さ
い

ケ
イ

の

の

が

で

し
ま
す

も

の

を

さ
れ
る

に
は

が

で
す

ま
で
に

ま
で

し
て
く

だ
さ
い

と

の

に

さ
れ
て
い
る

が

の

に
お

ま
い
の

の

の

と
な
っ
て
い

る

は

ご

く
だ
さ
い

20 10

30

６

３
２

０
２
８
７－

９
２－

４
５
４
９

０
２
８
７－

９
２－

５
２
４
８

０
２
８
７－

９
６－

２
９
０
１

０
２
８
７－

９
６－

２
２
６
５

０
２
８
７－

９
２－

２
９
０
９

０
２
８
７－

９
２－

１
１
１
９

０
２
８
７－

９
６－

２
１
１
５

６

７

６０
２
８
７－

９
２－

１
１
１
９

０
２
８
７－

９
６－

２
１
１
５

身
体
障
害
者
・
知
的

障
害
者
相
談
員

紹
介

重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
受
給
資
格

者

皆

を
し
ま
す

の

さ
ま
へ

平成 年度犬 登録及 狂犬病予防注射（第 回）日程表20 2の び

平成 年度犬 登録及 狂犬病予防注射（第 回） 下記日程 実施 、最寄 会場 受 。20 の び を のとおり しますので りの で けてください2

問 合 ：

月日 地 区 会 場 時 間 月日 地 区 会 場 時 間

い わせ

住民生活課生活環境係 0287-92-1112

6

6

6

月

日（

火）

月

日（

水）

月

日（

木）

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員

問

合

対
象
者

申
請
時
必
要

問

合

24

25

26

馬 頭

和 見

小 砂

小 口

北向田

久那瀬

松 野

富 山

馬 頭

矢 又

健 武

大山田
下 郷

盛 谷

大 内

山村開発 ー

和 見 集 会 所

馬頭北保育園入口

馬頭西小学校入口

小 口 集 会 所

北 向 田 公 民 館

久 那 瀬 集 会 所

旧 Ｊ Ａ 武 茂 支 所

富 山 集 会 所

大 武 商 店 脇

消 防 馬 頭 分 署

大 鳥 公 民 館

御 前 岩 駐 車 場

町 公 民 館

生活改善 ー

谷川小学校体育館

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

小 川

芳 井

浄法寺

三 輪

谷 田

上 芳 井 公 民 館

浄 法 寺 公 民 館

三輪多目的集会所

谷 田 公 民 館

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

● 会場 受 。
●生後 日以上 犬 、全 登録 義務付 。
（登録 一生涯 度 ）
●狂犬病注射 、毎年 回必 受 。
●登録犬 死亡・登録事項変更 場合 届 出 。
●他人 犬・人 噛付 犬 、口輪 付 。
●時間 多少 。
※ 月以降 集合注射 実施 、必 受

。
※今回 注射 受 場合 、獣医師 所 個別
受 。大山田

上 郷

センタ

センタ

どこの でも けられます
の は て が けられています

は に です
は ず けてください

の の は け てください
の に く は を けてください
が ずれることがあります

の は しませんので ず けてく
ださい

の が けられない は の で に
けてください

馬頭健康管理 ー

大内生活改善 ー

小川健康管理 ー

センタ

センタ

センタ9 00 9 10

9 20 9 30

9 40 9 50

10 00 10 10

10 20 10 30

10 40 10 50

11 00 11 10

11 15 11 25

11 35 11 45

9 00 9 10

9 20 9 30

9 40 9 55

10 00 10 10

10 15 10 25

10 35 10 45

10 55 11 05

11 20 11 30

11 40 11 50

9 00 9 20

9 35 9 50

10 00 10 15

10 30 10 50

11 10 11 30

90

■予防注射料 円
■登 録 料 円

3,300
3,000

1
1

6

かみ つ

い

わ
せ

と
な
る
も
の

い

わ
せ
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町 、在宅 認知症高齢者 介護 家族 方 対象 、認知症 知識 介護

学 、介護者同士 情報交換 場 、 家族 抱 身体的・精

神的 負担 軽減 図 目的 「認知症家族介護教室」 次 開催 。

月 日（火）
午後 時 分～午後 時

「認知症高齢者 付 合 方」
講師 ー 施設長 金澤林子氏

「語 合 日頃 思 ・悩 」

月 日（金）
午後 時 分～午後 時

「長期介護者 介護生活 学 」
講師 家族会（ ー 会） 中村幸子氏

月 日（木）
午後 時 分～午後 時 分

「 ー 心 身 ！」
講師 栃木 ー ー 代表 西沢杏里沙氏

月 日（木）
午前 時～午後 時

～認知症 方 生活 場 知 ～
・認知症対応型共同生活介護施設

ー ー 「 」 場所：那須烏山市

月 日（金）
午後 時 分～午後 時

介護 ー 補充 ～心 体 ～」
講師 栃木健康倶楽部 健康運動指導士 小室史恵氏

月 日（金）
午後 時 分～午後 時

「家族会 」～今後 気軽 集 語 合 ～
助言者： ー ー所長

主任 ー ー 佐藤智子氏（看護師 認知症 専門士）

在宅 認知症 高齢者 介護 方・認知症 介護 関心 方
小川総合福祉 ー 共生館
無料（材料費等実費 徴収 ）
月 日（金） 地域包括支援 ー（ ） 申 込 下 。

星
一
明

（

谷
田）

人

那
須
町

薬
物
・

依
存
症
回
復
施
設「

栃
木

」

「
」

玄
米

㎏

㎏、

野
菜、

鮎

煮

寄
贈

。

星

今
年

月
開
催

生

涯
学
習
課
主
催

青
少
年
健

全
育
成
町
民
大
会

講
演

夜

回

先
生

水
谷
修
氏

話

共
鳴
、

自
分

何

役

立

考
、

同
級
生

話

結
果、

今
回

寄
贈

実

現

。

星

「

仲
間

増

、

支
援

輪

広

継
続
的

実
施

思

。

、

将
来

休
耕
田

利
用

、

入
所
者
自
身

米

野
菜

作
、

収
穫

喜

味

作
業
療
法

実

施

」

話

。栃
木

栗
坪
千
明
代
表

「

施
設

民
間

経
営

、

個
人

寄
付

入
所
者

寮
費

賄

。

常

人

人

入
所

者

、

日
間

㎏

米

。

意
味

今
回

寄
贈
、

。

、

農
業
体
験

社
会
復
帰

回
復

期
待

、

願

。

同
施
設

知

、

広

」

将
来

夢

語

。

星

見

丘
農
園
代
表

星
一
明（

星
観
光

園）

谷
田

なかがわ

では で を されている の を に の や

について ぶとともに の の とし さらに の える

な の を ることを に を のとおり します

との き い
マイホ ムきよはら

り ってみませんか･･･ の い み･･

の から ぼう
ホットハ トの

マッサ ジで も もリフレッシュ
リラクゼ ションスク ル

の の の を ろう

グル プホ ム ふげん

へのエネルギ を しよう も もリフレッシュ

について も に り り いましょう
ほっとからすやまケアサポ トセンタ
ケアマネ ジャ ･ ケア

で の を されている の に のある
センタ すこやか

を することがあります
までに センタ へお し み さい

さ
ん

ら

は

の

ア
ル
コ

ル

ダ
ル
ク

へ

な
す
ひ
か
り

の

や
み
そ

カ
ン
ロ

な
ど
を

し
ま
し
た

さ
ん
は

の

に
よ
る

で

し
た

り

こ
と

の

に

し

も

か

に

ち

た
い
と

え

ら
に

し

か
け
た

の

が

し
た
も
の
で
す

さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も

を

や
し
て

の

を

げ

に

し
た
い
と

い
ま

す

ま
た

は

な
ど

を

し
て

が

や

を

り

の

び
を

わ
う
な
ど

と
し
て

で
き
れ
ば

と

し
て
い
ま
し

た

ダ
ル
ク
の

は

は

の

に
よ
る

も
の
で

の

と

の

に
よ
っ
て

わ
れ
て
い
ま

す

に

か
ら

の

が
い
ま
す
の
で

で

の

が
な
く
な
り
ま
す

そ
う

い
っ
た

で

の

は

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で
す

ま

た

は

へ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

で

き
る
の
で

ぜ
ひ
お

い
し
た
い

は
あ
ま
り

ら
れ
て
い
な

い
の
で

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ネ
ッ

ト
ワ

ク
が

が
れ
ば

と

へ
の

を

っ
て
い
ま
し
た

の

え
る

ぶ
ど
う
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「「

栃栃
木木

」」

米米

寄寄
贈贈

ダダ
ルル
クク

へへ

なな
どど
をを

回数 日 時 内 容

≪講話≫

≪話 合 ≫

≪講話≫

≪講話・実技≫

≪施設見学≫

≪実技≫「

≪話 合 ≫

○対 象 者
○場 所
○参 加 費
○申 込 先

問

合

1

2

3

4

5

6

し い

し い

し み

い

わ
せ

ー

ー



14広報 平成 年 月 日

今
年
度

「

営
農

集
団」（
松
野）

実
施

稲

作
体
験「

田

制

度」

始

。

田
植
、

田

草
取
、

稲
刈

作
業

年

回
実
施。

野
菜

収
穫

体
験

。

県
内
外

集

参
加
者

人

月

日、

松
野
地
区

田

岩
村
文
郎
組
合
長

人

指
導

受

、

交
代

田
植

機

操
作

教

、

機
械

田
植

昔

手
植

田
植

体
験

。

月

日、

小
川
南
小
学
校

田
植

体
験
学
習

行

。指
導
者

石
井
勲

（

高
岡）

「

小

苗
、

収
穫

時

倍

成
長

。

児
童

皆

稲

同

無
限

可
能

性

。

植

」

。

早
速、

一
列

並

裸
足

田

入

子

、

泥

感
触

歓
声

上

、

田
植

。

子

顔

泥

、

作
業

終

満
足
感

。

馬
頭
高
校
水
産
科

総
合
実
習

一
環

行

訓
練

月

日、

年
生

名

参
加

開
催

。

今
年

雨

影
響

日

目

中
止

、

同
校
実
習
場

付
近

武
茂
川

那
須
烏
山
市

舟
戸

㎞

下

。

例
年

距
離

短

、

分

川

観
察
、

漕
艇
訓
練

。

出
発

際
、

水
産

部

長

梅
永
怜

「

何
回

那

珂
川

訓
練

、

実

際

長
距
離

下

初

、
大
変
楽

」

話

。

県
立
博
物
館
主
催

「

移

動
博
物
館」

月

日

日

日
間、

馬
頭
小
学
校
体
育
館

開
催

。

日

全
校
生
徒

参
加

、

十
二
単

鎧

着

体
験

。

博
物
館

職
員
、

色

着
物

枚

着

鶴

川
夏
季

（

年）
「

年

生

重

」

答

。

、

徳
川
家
康

着
用

伝

鎧

小

川
先
生

「

胴
回

特

重
、

見
動

」

話

。

後、

児
童

恐
竜

卵

鉱
物

点

展
示

品

見
学

。

那
珂
川
町
文
化
財
愛
護
会
設
立

総
会

月

日、

小
川
総
合
福

祉

共
生
館

開
催

、

約

人

出
席

。役
員
、
理
事

互
選

、

初
代
会
長

福
島
正
氏（

芳
井）

就
任

。

就
任
後、

福
島
会
長

「

郷
土

伝

文
化
遺
産

後
世

継

承

私

使
命

。

昔

人

賢

生

学
、

現
代

生

」

。

総
会
終
了
後、「

古
代
那
須

川
崎
古
墳」

題

眞
保
昌
弘

学
芸
員

講
演

、

会
員

熱
心

聞

入

。

なかがわ

か
ら

ほ
の
ぼ
の

が

す
る

ん
ぼ
の
オ

ナ

が

ま
り
ま
し
た

え

の

り

り
な
ど
の

を

の

も

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

か
ら

ま
っ
た

は

の

ん
ぼ
で

ら

の

を

け
な
が
ら

で

え

の

を

わ
り

で
の

え
や

な
が
ら
の

え
で
の

え
を

し
ま

し
た

で

え

が

わ
れ
ま
し

た

の

さ
ん

か
ら

こ
の

さ
な

は

に
は

に

す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

の

さ
ん

も
こ
の

と

じ
で

の

が
あ
り
ま
す

し
っ
か
り
と

え
て
く
だ
さ
い

と
あ
い
さ
つ

に

び

で

ん
ぼ
に

っ
た

ど
も
た
ち
は

の

に

を

げ
な
が
ら

え
を
し
ま
し
た

ど
も
た
ち
の

は

だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
も

を

え

た

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

の

の

と
し
て

っ
て
い
る
カ
ヌ

が

が

し
て

さ
れ
ま
し
た

は

に
よ
る

で

が

と
な
り

の

か
ら

ま
で
の

を

り
ま
し
た

よ
り

は

い
が

そ
の

ゆ
と
り
を
も
っ
て

を

し

が
で
き
る
そ
う
で
す

に

し

ク
ラ
ブ

の

さ
ん
は

か

で

を
し
ま
し
た
が

に

を

る
の
は

め
て

で

し
み
に
し
て
い
ま
す

と

し
て
い
ま
し
た

に
よ
る

が

と

ので

さ
れ
ま
し
た

に
は

が

し
て

と

を

る

を
し
ま
し
た

の

に

と
り
ど

り
の

を

せ
ら
れ
た

さ
ん

は

を
お
ん
ぶ
し
て
い
る
よ
う
に

い
で
す

と

え
て
い
ま
し
た

ま
た

が

し
た

と

え
ら
れ
る

を
ま
と
っ
た

は

り
が

に

く

と
て
も

き
が
と
れ
な
い

と

し
て
い
ま
し
た

そ
の

ら
は

の

や

な
ど

も
の

を

し
ま
し
た

が
セ
ン
タ

す
こ
や
か

で

さ
れ

が

し
ま

し
た

は

の

に
よ
り

に

が

し
ま
し
た

は

に

わ
る

を

に

す
る
こ
と
が

た
ち
の

で

す

の

が
い
か
に

く

き

た
か
を

び

に

か
し
て

ほ
し
い

と
あ
い
さ
つ

と

と

す
る

の

が
あ
り

は

に

き

っ
て
い
ま
し
た
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「
」

田

制
度

馬
頭
小
学
校

移
動
博
物
館

町
文
化
財
愛
護
会
設
立
総
会

ん
ぼ
の
オ

ナ

で

ー

ー

が

ま
り
ま
し
た

で

え

で
カ
ヌ

始

全
校
生

田
植

体
験

那
珂
川

訓
練

ー

ー

ー

ー

ー

そ
う
て
い

ひ
と
え

よ
ろ
い
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農
業

通

日
本
文
化

理
解

深

月

日、

福
島
泰
夫

（

芳
井）

水
田

田
植

行

「

那

珂
川」

開
催

。

県
内
在
住

外
国
語
指
導
助
手

（

Ａ
Ｌ
Ｔ）

留
学
生

人、

町
内

児
童

約

人

昔

田
植

挑
戦

。

初

経
験

外
国
人

素
足

伝

泥

感
覚

悲
鳴

、

田
植

楽

。

田
植

後

、「

芳
井
夢

会」
「

舟
戸
元
気

」

手

料
理

流

、

石
窯
焼

舌

鼓

打

。

外
国
人

参
加
者

田
植

感
想

聞

。

体
験

。

田
植

難

、

苗

植

集
中

植

。

収
穫

時

、

来

。

今
回

回
目

参
加

。

昨
年、
稲
刈

体
験

。

楽

。

田
植

初

、

一
緒

楽

植

。

月

日、

大
山
田
小

学
校

運
動
会
、

日

小
川
中
学
校

体
育
祭

行

、

児
童

生
徒

日

練
習

成
果

保
護
者

、
披
露

。

なかがわ

を

し
て

へ
の

を

め
て
も
ら
お
う
と

さ
ん

の

で

え
を

う

ホ

ム
ス
テ
イ
ウ
ィ

ク
エ
ン
ド

が

さ
れ
ま
し
た

のや

な
ど

の

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ら
あ
わ
せ
て

が

な

が
ら
の

え
に

し
ま
し
た

め
て

す
る

た
ち
は

に

わ
る

の

に

を
あ
げ
な
が
ら

え
を

し

ん
で
い
ま
し
た

え

に
は

の

や

か
い

の
メ

ン
バ

づ
く
り
の

や

し

そ
う
め
ん

き
ピ
ザ
に

を

ち
ま
し
た

の

に

え
の

を

い
て
み
ま
し
た

す
ば
ら
し
い

が
で
き
ま
し

た

え
は

し
く
は
な
い
で

す
が

を
き
れ
い
に

え
る
の

に

し
て

え
ま
し
た

の

も
ぜ
ひ

た
い
で
す

で

の

で
す

り
も

し
ま
し
た

と
て
も

し
か
っ
た
で
す

え
は

め
て
で
し
た
が

み
ん
な
と

に

し
く

え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

で

が

に

で

が

わ
れ

や

た
ち
は

ご
ろ
の

の

を

や
お
じ
い

ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に

し
て
い
ま
し
た
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16広報 平成 年 月 日

今
回
、

口

衛
生

考

。

、

口

人
間

大

切

器
官

。

「

食」
「

呼
吸」

、

生

欠

役
割

果

。

息

吸

食

物

入

役
割
、

体
外

世

界

影
響

最

受

。

例

、

甘

物

食

放
題

食
、

口

中

清
掃

子

、

歯。

近
年、

子

育

放
棄

？

考
。

「

才

本、

自

分

歯

保

」

働

聞
？
一
生
自
分

歯
、

楽

食
生
活

健
康

日
常
生

活

送

目
標

。

国

調
査
、

歯

失

原
因

「

歯

割

歳
以

上

増

歯
周
病

割」

結
果

。

歯
周

病

「

暴
飲
暴
食」

「

不
規
則

生
活」

、

少

痛

歯

初
期

症
状

、

日

仕
事

忙

任

、

毎
日

生
活

中

見
過

。

健
康

歯

保

？

①
歯

基
本
・
・
毛
先

歯

歯

間

押

込

感

、

細

左
右

震

磨
。

②
歯
並

悪

人

・
・
・

歯

縦

本

磨

③
歯

間

開

人

・
・
・
歯
間

使

効
果
的

④
歯

交
換
時
期
・
・

後

毛
先

外
側

出

、

取
替

毎
日

元
気
、

楽

生
活

心

。

、「

事

大
丈
夫」

思

気、

早

歯

科
医

相
談

。

小
川
書
道
教
室

公
民
館
活
動

生
涯
学
習
講
座

一
環

開
講

、

指
導
者

故

木
青

穂
先
生、

薄
井
弘
光
先
生、

小
川

清
雲
先
生

引

継
、

今
年
度

年

。

間、

多

方
々

書

楽

、

公
民
館

、

町
文
化
祭

力
作

出
品

。

、

出
品

作
品

自
分

書
道

証、

宝
物

大
切

保
存

。

普
及

、

筆

持

非

常

少。

毛
筆

、

特
定

方

限

毛
嫌

傾
向

。

毛
筆

違

、

太

細

、

大

小

書

。

純
白

紙
面
、

墨

筆
先

線

引

、

筆

開
閉、

力

強
弱

、

線

生

。

筆

分

字

形

整

。

上
手

書

筆

遊

気
持

大
切

言

。

筆

楽

遊

？

小
川
書
道
教
室
、

入
会

退

会

自
由

。

初
心
者
大
歓
迎

。

希
望

応

手
本

準

備

。

教
室

次

。

毎
月
第

・
第

月
曜
日

（

原
則）

午
後

時

分～

時

分

手
本

練
習
・
添
削

（

漢
字
・
仮
名
・
条
幅
手
本）

小
川
中
央
公
民
館

希
望
者

代
表
竹
田
秀
雄（

）

小
川
平

吉（
）

小
川
書
道
研
修
会
会
長
小
川
平
吉

なかがわ

は

の

に
つ
い
て

え
て
い
き
ま
し
ょ
う

ま
ず

は

に
と
っ
て

な

の

つ
で
す

そ
れ
は

と

と
い
う

き
る
た
め
に

か
す
こ
と
の
で
き

な
い

を

た
し
て
い
ま
す

を

う
こ
と
と

べ

を

れ
る
と
い
う

は

の

の

を

も

け
や
す
い
こ

と
に
な
り
ま
す

え
ば

い

を

べ

に

べ

の

を

で
き
な
い

ど
も
に
は

む
し

が
た
く
さ
ん
で
き
て
し
ま

い
ま
す

こ
の
こ
と
は

て

で
は

と
も

え
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

に
な
っ
て
も

の

を

ち
ま
し
ょ
う

と
い

う

き
か
け
を

い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か

の

で

し
い

と

な

が

れ
る
こ
と
が

で
す

あ
る

の

で

を

う

は

む
し

と

か
ら

え
て
く
る

と
い
う

で
し
た

こ
の

は

や

な

か
ら
く
る

し
の

み
や

の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
が

で
す
が

ご
ろ
の

の

し
さ
に

せ
て

の

の

で

ご
さ
れ
が
ち
で
す

な

を

つ
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

み
が
き
の

を

と

の

に

し

む

じ
で

か
く

に

わ
せ
て

く

び
が

い

は

ブ
ラ
シ
を

に
し
て

ず
つ

く
と
よ
い

の
す
き

が

い
て
い
る

は

ブ
ラ
シ
を

う
と

ブ
ラ
シ
の

ろ
か
ら
み
て

が

に
は
み

て
い
た
ら

え
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
よ
り

に

し
く

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
ケ
ア
を

が
け
ま
し
ょ
う

ま
た

た
い
し
た

は
な
い

か
ら
ま
だ

と

っ
て
い

て
も

に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き

に
は

め
に
か
か
り
つ
け
の

に

し
ま
し
ょ
う

は

の

の

と
し
て

さ
れ

は

と

き

ぎ

で

に
な
り
ま
す

そ
の

く
の

が

を

し
み

ま
つ
り

に

を

し

て
き
ま
し
た

ま
た

は

の

の

と
し
て

に

し

て
い
ま
す

パ
ソ
コ
ン
の

に
よ
り

ペ
ン
や

を

つ
こ
と
が

に

な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た

と
な
る
と

の

に

ら
れ

い

さ
れ
る

に
あ
り
ま
す

は
ボ

ル
ペ
ン
や
サ
イ
ン
ペ

ン
と

っ
て

く
も

く
も

き
く
も

さ
く
も

く
こ
と
が

で
き
ま
すの

に

た
っ
ぷ
り

を
つ
け
た

で

を

い
て
み

る
と

の

の

に

よ
り

い
ろ
い
ろ
な

が

ま
れ

て
き
ま
す

づ
か
い
が

か
っ

て
く
る
と

の

も

っ
て
き
ま

す

に

こ
う
と
い
う
よ
り

と

ぶ

ち
が

だ
と

わ
れ
て
い
ま
す

あ
な
た
も

と

し
く

ん
で
み
ま
せ
ん
か

は

も

も

で
す

で
す

に

じ
て

を

し
ま
すは

の
と
お
り
で
す

に
よ
る

は

ま
た
は

ま
で

20 10

80

20

35

15

30

3096

96

６

１

３

４

１

１

３

１

３

－

２
８
８
０

－

２
５
３
５

《

虫
歯

部
分》

日
時

内
容

会
場

に
な
り
や
す
い

�

ー

◆
口

機
能

◆

運
動

◆
歯

守

の

を

る
ケ
ア

8
0
2
0
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初
蝶

峡

沢
風

固

矢

又

星

幸
子

少

夏

松

野

横
山

義
夫

薯
植

八
十
路

父

先
頭

松

野

青
木

俊
蓉

風

香

来

牡
丹

三

輪

永
森

悦
子

別

霜
轍
残

就
職

小

川

桧
山

華

昭
和

日
旧
家

水
車

廻

小

砂

松
岡

路
石

新
設

道
路

迷

抜

深
山

見
上

馬

頭

藤
田

文
代

猫

死
後

探
検
果

土
山
築

馬

頭

五
月
女

苗
八
分

言
葉
信

稲
苗

管
理
忠
実

見
廻

盛

泉

岡

野
望

町

名

知

手
立

三

輪

石
沢
千
代
子

池

端

釜
磨

亡
祖
母

知

雪
柳

水
面

伸

恩

田

上
杉

里
子

新
式

取

替

知
恵
袋

小

川

平
澤

照
月

三
世
帯
丸

暮

母

知
恵

小

砂

笹
沼

季
子

生

病
気

負

前
向

谷

田

屋
代

照
子

孫
来

何

片

大
山
田
下
郷

佐
藤

有
紀

悪
知
恵

持

帰

谷

田

岡
崎

甫
子

支

人

字

噛

薬

利

大

克
明

なかがわ

や

の

ま
だ

し

ネ
ク
タ
イ
を

し
ゆ
る
め
に

め
け
り

う
る

の

を

に

あ
る
な
し
の

に

の

る

か
な

れ

し
て

す

の

の

よ
く

る

の

に

ひ
ト
ン
ネ
ル
を

け
て

の
つ
つ
じ

ぐ
る

の

も
ぐ
ら
の

て
し
な
く
ぼ
こ
ん
ぼ
こ
ん
と

く

ト
ミ
ノ

と
い
ふ

じ
て

の
ハ
ウ
ス
の

に

る

イ
チ
エ

と
い
う
ほ
ど
に
あ
ら
ね
ど
わ
が

の

を

ら
し
め
る

て
は
な
き
や

の

に

き
い
し

を

る

な
り

に

び
て

に

り

え
ま
し
た

く

ら
す
は

の

き
よ
う
ね

に

け
ず

き
に

ひ

る
さ
あ

も
か
も
お

づ
け

ラ
ン
ド
セ
ル
も
う

を

ち

り

え
あ
う

と
い
う

を

み
し
め
る

20 10６

『

人
類

消

世
界』

『
』

が

え
た

り
す
ん

ア
ラ
ン

ワ
イ
ズ
マ
ン

い
ま

が

し
た
ら

あ
な
た
の

そ
し
て

は
ど
う
な
る
の
か

を
ま
た
に
か
け
た
フ
ィ

ル
ド

ワ

ク
と

に
よ
っ
て

き

か
さ
れ
る

な

と

の

を
も
と
に

き

し
た

の

か
ら

の

と

を

え
さ
せ
る

で
す

い

だ
け
ど

の
よ
う
に

っ
た
ふ
た
り

は

に
お
か
さ
れ

し
て
い
る

で

り

げ

ら
れ
る
ふ
た
り
の

を

の

が

し
て
い
た

さ
ま
ざ
ま
な

い
を

に
お
き
な
が
ら

の

な
い

と
し
て

リ
ズ
ミ
カ
ル
な

で

か
れ
て
い
ま
す

ド
ン

フ
リ

マ
ン

が

き
な

の
カ
リ

ナ
は

ど
う
ぶ
つ
た
ち
も

を

み
た
い
か
も

れ
な
い
な

と

え
ま
す

す
る
と
ど
う
で
し
ょ

う

カ
ナ
リ
ア
や
ラ
イ
オ
ン

く
ま

ぞ
う

た
ち
が
ぞ
く
ぞ

く
と

に

っ
て

ま
し
た

ど
こ
か

か
し
い

で
あ
た
た
か
い

で

し
め
る

で
す

・

著（

早
川
書
房）

人
類

消
滅

、

家、
都
市、

地
球

？
世
界

最
新
科
学

解

明

未
来
予
想
！

綿
密

検
証

専
門
家

証
言

描

出

驚
愕

仮
想
世
界

、
地
球
環
境

現
在

未
来

考

話
題
作

。

諏
訪
哲
史

著（

講
談
社）

遠

親
戚

、
兄
妹

育

。
妹

骨
髄
癌

長
期
入
院

。
病
室

繰

広

会
話
、
同
室

患
者

盗
聴

。

問

底
流

、
兄
妹

切

物
語

、

言
葉

描

。
芥

川
賞
受
賞
後
第
一
作。

・

作（

Ｂ
Ｌ
出
版）

図
書
館

大
好

主
人
公

、「

本

読

知

」

考

。

！

、

、

‥
‥

動
物

図
書
館

入

来

。

懐

世
界
観

、
親
子

楽

物
語

。

／

／

／

ー

ー

ー
ー

き
ょ
う
が
く

が
ん

『
』

し
ず
か
に

こ
こ
は
ど
う
ぶ
つ
の
と
し
ょ
か
ん
で
す

！

◇『

熟
年
革
命』

渡
辺
淳
一

著（

講
談
社）

◇『
産
科
医

消

前

』

森
田
豊

著（

朝
日
新
聞
出
版）

◇『
恋

力』

藤
本

著（

文
藝
春
秋）

◇『
食
堂

』

小
川
糸

著（

社）

◇『

寝

自
宅
介
護』

峯
村
良
子

著（

小
学
館）

◇『

Ａ
型
自
分

説
明
書』

・

著（

文
芸
社）

◇『

壁
抜

男

謎』

有
栖
川
有
栖

著（

角
川
書
店）

◇『
』

長
野

著（

新
潮
社）

◇『

科
学

扉

』

小
川
洋
子

著（

集
英
社）

／

／

／
／

／
／

／／

／

が

え
る

に

す
る

ひ
と
み

か
た
つ
む
り

ポ
プ
ラ

た
き
り
に
し
な
い

の

ジ
ャ
メ

ジ
ャ
メ

け

の

カ
ル
ト
ロ

レ

ま
ゆ
み

の

を
ノ
ッ
ク
す
る

ー

俳

句

短

歌

川

柳

い
も

や

そ

じ

ま

め

そ

ぼ
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※風呂、給湯器 入居者持 込
（大宝地 除 ）。家賃 所得
応 決定。入居決定時 敷金
（家賃 月分） 必要。駐車場
代、共益費 別途負担。

月 日～ 日
月中旬以降

入居資格等 詳細
、 問 合 。

入居資格（住宅困窮度、
所得 ） 応 選考。同程度
場合、公開抽選 選考。公開

抽選日時 募集期間終了後、後日
知 。

建設課管理係
小川支所産業建設課土木管理係

野菜 花 栽培 始 思
農家 方 対象 、管内優良

農家 場見学会 開催 。
月 日（火）午前 時

分～午後 時 分（午前 時 分
集合、途中 参加 ）

ＪＡ 南本店（白久 ）
夏秋 ・

・ ・ ・切 花 生産
農家

無料（昼食 主催者 準備）
※途中 参加 場合 申 込 時

旨 知 。
月 日（月）

農林振興課

第一種・第二種・網・

栃木県内 住所 有
満 歳以上 者

月 日（日）、 月
日（水）網 、 月 日（水）

※ 午前 時 試験開始
試験実施日 日前

日前
狩猟講習会（予備講習）

開催 。
県北環境

森林事務所

月 日（日）
午前 時 分受付
烏山公民館・烏山体育館

講話「生涯 ー 栄養」
講師 宇都宮文星短期大学専任講
師（管理栄養士）鈴木 氏

講話 実技「 楽 方」
講師 県 ー 協会
長 安納慶太氏

地域 ー 指導者・

学校関係者・ ー 少年団指導
者・興味 方等

無料
月 日（水）

総合体育館
南那須教育事務所

※参加者 、運動 服装 、
筆記用具・体育館 ー ・

持参 。

月 日（土）
自衛隊宇都宮駐屯地
歳以上 歳未満 男性

※細部及 応募方法 自衛
隊大田原地域事務所

連絡 。
、自衛隊 年間 通 自

衛官 募集 。

月 日（土）午後 時～ 時
大田原市勤労者総合福祉

ー 階大研修室
人工内耳 、人工内耳

ー 、人工内耳
装用者 体験発表、個別相談・交
流会

難聴大田原支部
磯島 ＦＡＸ

なかがわ

は ち み
を く は に

じて に
ヵ が
は

の について
は お い わせください

など に じて
の にて

は
お らせします

や の を めたいと っ
ている の を に

のほ を します

からの もできます
なす
なす アスパラガス

かぼちゃ ふき り の

は が
から の は し み

にその をお らせください

わな
に を する

の

のみ
わなのみ
いずれも から

の
から まで

も
されます

スポ ツと

いづみ

･ スポチャンの しみ
スポ ツチャンバラ

スポ ツ

スポ ツ
のある

ま
でに へ

は のできる で
シュ ズ タオ

ルをご ください

の
び については

へご ください
また では を じて

の をしています

セン
タ

について
のリハビリテ ション

の

とちぎ
まで

20 10

16 30

0287-92-1118

0287-96-2116

30
30 20

10

6 30

0287-92-1113

20
13 27
11 26

14

0287-23-6363

29
30

18
0287-92-5611

0287-82-2909

28

18 27

0287-22-2940

12

0287-28-1393
. . .

.

６

３

６
７

７ ８ ９
４ ９

７ ８

９

７

６
９

６

６

７ １ ４

２

団地名 間取 入居時家賃（円）

古館

古館

古館

問 合

り

い わせ

2-5

2-7

3-2

３
３
２
３
３

６
６

６

６

４

ＤＫ ～
ＤＫ ～
ＬＤＫ ～
ＬＤＫ ～
ＬＤＫ ～

現在児童手当 受給 方 、
月 日 「児童手当現況届」
提出 。 月上旬 郵

送 通知書 記載 必
要 持参 、健康福祉課
手続 願 。現況届 提出

、 月分以降 手当 受
注意 。

、公務員 方 勤務先 手続
。
健康福祉課児童福祉係

本 庁
小川支所

時 「
」 、県内 ー
情報 届 番組「 ー

ー 」 放映
。

毎月第 水曜日 時 分 Ｃ
ＴＢ 「 ー 」 放送

祭 紹介
。 、 覧下 。

ＣＴＢ放送 ー

12,700 21,100
12,700 21,100
12,600 20,800
22,800 37,800
22,600 37,400

30

0287-92-1119
0287-96-2115

18

18 20

92-1121

大宝地

大宝地

A

B

202

302

児童手当現況届 月中 ！

「 ー 」
映像 、 放
送 。

は に

の ニュ スポケット
の が とちぎテレビで
されています

6

を している は
までに

を してください に
された に されている
なものを のうえ

で き います の が
ないと の が けら
れなくなりますのでご ください
なお の は での
きとなります

とちぎテレビ からの イブニ
ング において のケ ブル
テレビの をお けする ケ
ブルテレビネットワ ク が さ
れています

の ごろ
の ニュ スポケット で

したイベントやお りなどを し
ています ぜひ ご さい

センタ

CTB

募集住宅

募集期間

入居予定期日

他

選考方法

問 合

開催日時

集合場所

見学農家

参加費

申 込 締 切

問 合

試験 種類

受験資格

試験 日時

受験申請期間

他

受験申請及 問 合

期日

会場

講習内容

①午前 時～ 時

②午後 時～ 時

参加対象者

参加費

参加申 込 方法

問 合

採用試験日

試験会場

応募資格

日時

場所

内容

問 合

その

い わせ

し み め り

い わせ

の

の

その

び い わせ

し み

い わせ

い わせ

10 12

1 3

Email:miya sirayuri@cream plala
or jp

町営住宅入居者募集

園芸作物 場見学会 案内

平成 年度
狩猟免許試験 案内

平成 年度南那須地区
ー 活動指導者講習会

自衛官 ・ 月入隊者募集

耳 聞 難聴者
相談会 案内

ほ のご

のご

スポ ツ

の こえと の
のご

20

20

7 8



19 広報 平成 年 月 日

各 ー 下一段
縦 ㎜×横 ㎜
色刷 回 円～
ー刷（裏表紙 ） 回 円～

掲載希望 月 初日 日前
※詳 企画財政課広報広聴係（ ）

問 合 。

那珂川町 巨木 古木、珍 樹
木 紹介 。

月 日（水）～ 月 日（日）
町内 大木 古 樹木、珍

木 探 。心当
、 一報 待

。
馬頭郷土資料館

（担当：塩野目）

知的障害児 活動
？

県立南那須特別支援学校
高校生以上 方（ 名）

※昨年度 当 ー 修了生 除
学校行事 支援等（全 回）

月 日（土）
無料（ 、保険料

円、交通費 食費等 自己負担）
月 日（金）

講座内容・日程・申込方法
等 詳細 、 問 合 下 。

南那須特別支援学校
ー 係

「現況届」 届 ？
月 、毎年一斉 現況届提

出 月 。期限 提出
、 知 。 、受

給開始 年未満 方 、来年
提出 。

月 日（月）
農業委員会事務局

（小川支所）

月 日（日）
宇都宮短期大学附属高等学校

①配布期間： 月 日～ 日
②配布場所：健康福祉課高齢福祉係

①受付期間： 月 日～ 日
②受付方法：試験案内書 同封 封
筒 簡易書留 送付（ 月 日
当日消印有効）

円
社会福祉法人 健

康福祉協会（介護支援専門員実務
研修受講試験担当）

平成 年度 自動車税 月 日
納期限 。 忘
方 、至急納税

。納税 、督促状
送付 延滞金 。

、督促状 発 日
経過 完納 差 押

滞納処分 受
。

矢板県税事務所収税課

『 』 、
病気 持 方々 、自分 ー

安心 過 場
所 。保健師 ー 。
皆 参加 待 。

月 日（水） 月 日
（月） 月 日（月） 月 日（月）
月 日（月） 月 日（月） 月
日（月） 月 日（月） 月 日

（月）
午後 時 分～ 時 分
馬頭健康管理 ー

栃木県烏山健康福祉 ー

健康福祉課
馬頭健康管理 ー

なかがわ

ペ ジの

カラ のみ
する の の

しくは
までお い わせください

の や しい
などを します

の や い
しい などを しています
たりありましたら ご お ち
しています

へのボランティア
をしてみませんか

の
の スク ル は く

の

ただし
と は

の は お い わせ さい
ボ

ランティアスク ル

は いていますか
は による

の です までに されま
すよう お らせします なお

の は からの
となります

または

に の
で にて

の

とちぎ

の は が
でした お れになっている

がいましたら してくだ
さい されませんと が

され もかかります
また を してから を
しても しないと し さえ

などの を けることになり
ます

のんびりくらぶ は こころの
をお ちの が のペ

スで して ごすことができる
です がサポ トします
さまのご をお ちしています

､
､ ､ ､

､ ､
､ ､

センタ

センタ

センタ

20 10

50 88
5,000
10,000

40
0287-92-1114

31

0287-93-1103

30

12
300

27

0287-88-

7571 0287-88-9867

30
0287-

92-1185 0287-96-2116

10 19

31

31

31

8,000

028-650-5587
028-627-2522

20 6 2

10

0287-43-2171

16 18
29 10 20

11 17 12 15
19 16 16

30 30

0287-82-2231
0287-92-1119

0287-92-1188

６

２ １
１

７ ２ ８

５
７

６

６

１

６

７ １

７ １

７

７ ８
９

１
２ ３

１ ３

ごみの し の分別・出 方 強化月間

６

－ －

月 「 分別・出 方 強
化月間」 、分別・出 方 徹
底 推進 。分別

、指定 出 方
以外 、収集
。
特 資源 燃 分

別 徹底 。燃
中 、 ー 缶 缶

・ 等 混入
多 見受 。
分別 資源 、燃

出 、処理費用
、環境 負荷

。皆 理解 協力 願
。

住民生活課生活環境係

を ごみの し の
として し の

を しています されてい
ないごみまたは された し

のごみについては しませ
ん

に ごみと えないごみの
が されていません えない

ごみの に スチ ル やアルミ
ガラスびん が していること

が く けられます
すれば となりますが

えないごみとして せば
もかかり にも がかかりま
す さまのご とご をお
いします
問 合い わせ

0287 92 1112

広報紙 広告 掲載 ？に を しませんか

掲載位置：

：

料 金：

申込期限：

期間

他

問 合

主催

対象者

内容

講座開始日

参加費等

申込期限

他

問 合

提出期限

問 合

試験日

会場

試験案内書（申込書） 配布

受験申 込 受付

受験料

問 合

問 合

開催期日

時間

場所

申 込 ・問 合

サ イ ズ

その

い わせ

その

い わせ

い わせ

の

し みの

い わせ

い わせ

し み い わせ

FAX

FAX

第 回企画展
「郷土那珂川町 樹木」 案内

ー 参加者募集

農業者年金 受給 方

居場所『 』

6
の のご

ボランティアスク ル

を されている へ

あなたの のんびりくらぶ

平成 年度介護支援専門員
実務研修受講試験 案内

忘 ？
自動車税（県税）

20
のご

れていませんか
あなたの
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共通： 月 日（月）

なかがわ 20 10

30

６

６

「児童館」
6 16 7 15月 日～ 月 日

休のお み

開館時間 午前 時～午後 時

月 日（月） 日（月）
月 日（月） 日（月）

月 日（金） 日（金）
月 日（金） 日（金）

９ ５
０２８７－９６－３１０９

６
７ ７

６
７ ４

日 月 火 水 木 金 土
6/16 20

7/1

17 18 19 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

10 11 12
13 14 15

2 3 4
7 8 9

5
6

☆

☆映画会

☆ ー 大会

☆生 花教室

☆

☆生 花教室

絵本 紙 会

読 書 会

小川 会

婦人 会

なかよしひろば

ゲ ム

け

なかよしひろば

け

たのしい と しばいの

ボランティアのおはなし

ボランティアのおはなし

・ 月 日 木）午前 ～
風船

・参加申 込 月 日 火
・参加費 円（ 代）

・ 月 日 土）午前 ～
・内容 「 ー 」

ー 活躍 描 大
。 見 来 。

・ 月 日 土）午前 ～
ー ！

楽 遊 。 友達 誘 参加 。
・参加申 込 月 日 木

・ 月 日 日）午後 ～
雨 季節 花 生 。

・参加申 込 月 日 水
・花代 円

・ 月 日 木）午前 ～
七夕飾 作 。

・参加申 込 月 日 日
・参加費 円（ 代）

・ 月 日 土）午後 ～
ー 。

・参加申 込 月 日 水
・花代 円

・ 月 日 木）午前 ～
・ 月 日 木）午前 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室
小 子 会 。
親子 一緒 越 。

・ 月 日 水）午後 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室

「五重塔」 幸田露伴 著
和 雰囲気 語 。
興味 方 気軽 。

・ 月 日 日）午前 ～
・場所 小川公民館 階

昔
絵本 紙 読 。

・ 月 日 土）午後 ～
・場所 馬頭図書館

昔
絵本 紙 読 。

（ ～ ）

6 19 ( 10:00

6 17 ( )
50

6 21 ( 9:30

6 28 ( 10:00

6 26 ( )

6 29 ( 1:30

6 25 ( )
700

7 3 ( 10:00

6 29 ( )
50

7 12 ( 1:30

7 9 ( )
700

6 19 ( 10:30
7 3 ( 10:30

7 9 ( 1:30

6 15 ( 10:30
2

7 12 ( 2:00

6/16 7/15

であそぼう
し み まで

おやつ

スチュア トリトル
ねずみのスチュア トの を く ヒットコメディ
です みんなで に てね

いろいろなゲ ムにチャレンジ
しく ぼう お を って してね

し み まで

の にぴったりのお をさわやかに けましょう
し み まで

りを ろう
し み まで

おやつ

フラワ アレンジメントをしよう
し み まで

さいお さまのためのおはなし です
でご にお しください

テキスト
やかな で りあっています
のある はお にどうぞ

おはなしじょうずなボランティアが ばなしの
や しばいを んでくれます

じどうしつ
おはなしじょうずなボランティアが ばなしの

や しばいを んでくれます

2

／

馬頭図書館・小川図書館 休館日の

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

16 23
14

20 27
11

､
､

､
､

今
月

表
紙

の

町
内
小
・
中
学
校

切

月

日、
大
山
田

小
学
校

運
動
会

開
催

。名

児
童

「

最
後

勝
利

！」

、

日

練
習

成
果

遺
憾

発
揮

。

、
仲
間

活
躍

声
援

送
、
大

盛

上

。

の
ト
ッ
プ

を

っ
てで

が

さ
れ

ま
し
た

の

た
ち
は

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で

を

め
ざ
せ

を
ス
ロ

ガ
ン
に

ご
ろ
の

の

を

な
く

し
ま
し
た

さ
ら
に

の

に
も

を

り

い
に

り

が
り
ま
し
た 5

17

47

ー
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菊
池

尚
輝

小
泉

岳
大

本
木

咲
百

戸
村

姫
歌

渡
邉

日
葵

和

之

佳

世
徳

寿
美
子

利

夫

啓

子
豊

昌

子

博

之

芳

枝

馬

頭

馬

頭

富

山

小

川

浄
法
寺

野
口

（
）

馬

頭

横
山

京
子

（
）

馬

頭

栗
田
美
津
子

（
）

健

武

栗
田

貢

（
）

健

武

塩
澤
鬼
一
郎

（
）

矢

又

菊
池

澄

（
）

矢

又

鈴
木

信
一

（
）

久
那
瀬

林

（
）

松

野

小
幡

（
）

松

野

小
川

（
）

松

野

荒
井

誠

（
）

富

山

岡

敏
子

（
）

盛

泉

塙

昭
二

（
）

大
森

義
彦

（
）

菊
池

秀
尚

（
）

大
森

俊
夫

（
）

小

砂

長
山

（
）

小

砂

藤
田

昌
美

（
）

小

砂

仲
田

（
）

小

川

大
野

（
）

吉

田

青

（
）

谷

田

小
口

夫

（
）

片

平

長
谷
川

（
）

薬

利

八
木
澤
隆
美

（
）

浄
法
寺

※
掲
載

希
望
者

。

月

日～

月

日

受
付
分

敬
称
略

（

氏

名）（

父
母

名）（

住
所）

（

氏

名）
（

年
齢）

（

住
所）

古
今
東
西、
人
間

生
活

欠

一

「

器」

。

古
代

人
々
、

利

用

目
的

様
々

工

夫

凝

器

作

出

。

旧
石
器
時
代（

万
年
以
上～

万

千
年
前）

人
々
、

水

食

物

集

貯

蔵

、

植
物

編

、

実

器

考

。

中

、

全
面

漆

塗

固

、

内
側

粘
土

貼

、

水
漏

防
止

工
夫

見

。

万

千
年
前

人
々
、

粘
土

形

、

焼

土
器。

粘
土

長

間
火

、

熱

変
化

起

焼

気

。

土
器
、

世
界
中

遺
跡

発
見

、

日

本
人

発
明

縄
文
土
器
、

世
界

最

古

土
器

言

。

縄
文
時
代

使

土
器

器
種
、

煮
炊

用

深
鉢

盛

用

浅
鉢

中
心

、

調
理
道
具

日
常
的

使

。
三
輪
仲
町
遺
跡

、

表
面

赤

色

塗

縄
文
土
器

出
土

。

、

調
理
具

利
用

、

祈

捧
使

専
用

土

器

考

。

土
器

「

日
常
用

（
）」

「

非
日
常
用（

）」

使

分

、

古
墳
時
代

土
器

。

古
墳
時
代

人
々

利
用

土
器
、「

土
師
器」

呼

。

貯
蔵
用

「

壺」

、

調
理
用

「

甕」
「

甑」

、

食

物

盛

「

高
坏」

「

坏」

、

縄
文
時
代

利
用

目
的

応

多

器
種

集
落
遺
跡

発
見

、

豪
族

墓

古
墳

上

土
師
器

並

。

特

、

駒
形
大
塚
古
墳
・
那
須
八
幡

塚
古
墳
・
吉
田
温
泉
神
社
古
墳
群

古
墳
時
代
前
期（

、

～

、

年
前）

古
墳

外
部

、

埴
輪

以
前

習
慣

壺

配
列

見

。

壺

、

焼
成
前

底

穴

、

全
体

赤

塗

。

、

古
墳

供

用

専
用

土
器

推

測

。

器

生
活

変

化

、

古
代
人

精
神

読

取

。現
在、

湯
津
上
館

開
催

第

回
特
別
展「

塩
谷
町

遺
跡」

、

栃
木
県

代
表

古
墳
時
代
前
期（

、

～
、

年
前）

土
師

器

展
示

。

機
会

覧

。

（

風
土
記

丘
資
料
館

学
芸
員

秋
谷

沙
織）

なかがわ

シ
ン

ス
イ

シ
ゲ

ス
ガ

ハ
ツ

タ
ケ

チ
ヨ
ノ

セ
イ

イ
シ

は

の
み
で
す

の

の

に
と
っ

て

か
せ
な
い
も
の
の

つ
で
あ

る

の

は

す
る

に
よ
っ
て

に

を

ら
し
た

を

り

し
て

き
ま
し
た

の

は

を
く
ん
だ
り

べ

を

め
て

す
る
た
め
に

を

ん
で

カ
ゴ
や
ザ
ル
に
し
た
り

ひ
ょ
う

た
ん
や
ヤ
シ
の

で

を
つ
く
っ

て
い
た
と

え
ら
れ
ま
す

に

は

カ
ゴ
の

を

で

り

め
た
り

に

を

る
な

ど

れ

の

を
し
た

も
の
も

つ
か
っ
て
い
ま
す

ご
ろ
に
な
る
と

は

を
こ
ね
て

を
つ

く
り

い
て

を
つ
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

を

い

に
か
け
つ
づ
け
る
と

で

を

こ
し
て
か
た
く

き
し

ま
る
と
い
う
こ
と
に

づ
い
た
の

で
す

は

の

か
ら

さ
れ
て
い
ま
す
が

の

し
た

が

で

も

い

と

わ
れ

て
い
ま
す

に

わ
れ
た

の

は

き

の

や

り
つ
け

の

が

で
す
が

と
し
て

に

わ

れ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん

か
ら
は

に

い

が

ら
れ
た

が

し
て
い
ま
す

こ
れ
ら
は

と
し
て

さ
れ
た
も
の

で
は
な
く

り
を

げ
る
ま
つ

り
や
ま
じ
な
い
に

う

の

だ
と

え
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な

の

ケ

と

ハ
レ

と
の

い

け
は

の

に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の

が

し
た

は

と

ば
れ

る
も
の
で
す

の

の

や

べ

を

る

や

な
ど

よ
り
も

す

る

に

じ
た

く
の

が

か
ら

さ
れ
る
ほ
か

の

で
あ
る

の

に
も

が

べ
ら
れ
ま
し
た

にな
ど

に
つ
く

ら
れ
た

の

に
は

の

で
あ
る

の

が

つ
か
っ
て
い
ま
す

こ
れ
ら
の

に
は

に

に

が
あ

け
ら
れ
て
お
り

が

く

ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
こ
と
か
ら

へ
の
お

え

に

に
つ

く
ら
れ
た

で
あ
る
こ
と
が

さ
れ
ま
す

こ
の
よ
う
に

に
は

の

だ
け
で
な
く

の

も

み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す

で

さ
れ

て
い
る

の

で
は

を

す
る

の

が

さ
れ
て
い
ま
す

こ
の

に
ぜ
ひ
ご

く
だ
さ
い

な
す

の

20 10

749154909278768392815666676860798785838991857857

21

20

17

６

４

５

３

１

２
１

２

１

７
０

０

１

６
０
０

１

７
０

０

１

６
０
０

三輪仲町遺跡 号墳出土
土師器壺

1

ま
さ
き

た
け
ひ
ろ

さ
く
と

ひ
め
か

は
る
き

ふ
か
ば
ち

あ
さ
ば
ち

み

わ
な
か
ま
ち

は

じ

き

こ
し
き

た
か
つ
き

こ
ま
が
た
お
お
つ
か

な

す
は
ち
ま
ん

づ
か

よ
し
だ

ゆ
ぜ
ん
じ
ん
じ
ゃ

は
に
わ

（
）

6 1月 日現在 人口の
（住民基本台帳）

男 人（ ）
女 人（ ）
計 人（ ）

世帯数 （＋ ）

（ ）内 前月 比較

9,858 6
9,876 8
19,734 14
6,025 4

－
－
－

は との

大
山
田
下
郷

大
山
田
下
郷

大
山
田
上
郷
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「

風
流
六
玉
顔

萩

玉
川」

歌
川
国
貞

当
館
所
蔵

の

－ －企 画 展

幕末 浮世絵界 黄金期 迎 、役者絵、美人

画、風景画 作品 描

。 時期 最 活躍 絵師

歌川国貞（ ～ ）、 三代豊国 。

国貞 江戸本所五 目渡 場 亀田屋庄兵衛

子 生 、 、 歳 時 初代豊国 入門。

早 画才 認 、 歳 早 大判三枚

続 作品 制作 。 後、艶 粋 美

人画 斬新 個性的 役者絵 中心 制作 、幕

末 浮世絵界 主導 。

国貞 人気 北斎 、 年以上

画歴 制作 作品数 数万点 言 。

特 、国貞 挿絵 描 『偐紫田舎源氏』（柳

亭種彦作 合巻本 編 冊未完） 草双紙界

大 当 歌舞伎 市井

影響 与 。

師豊国 仕事 補佐 、歌川派 斯界

最大勢力 押 上 国貞 功績 一

。

次回 展覧会 、文化年間（ ～ ）～天保

（ ～ ）中期 画技 最 円熟 時期

作品 中心 紹介 。幕末浮世絵界 花形

絵師国貞 描 作品 鑑賞下 。

那珂川町馬頭広重美術館 学芸員 長井裕子

月 日（金）～ 月 日（日）

月 日（土）午後 時 分～ 当館学芸員

「押 花教室」講師：荒井昌子氏
月 日（日）午後 時 分～

午前 時 分～午後 時
（ 、入館 時 分 ）
月 日、 日、 日、 日

大 人 円（ 円）
高・大学生 円（ 円）
小・中学生 円（ 円）

※（ ） 名以上 団体料金。小学生未満 無
料。障害者手帳 持 方・付 添 名
半額。

の は を え

などさまざまなジャンルの が か

れました この に も した のひとり

が のちの です

は ツ し の の

として まれ の に に

くから が められ で くも

の を します その のある な

や で な を に し

の を しました

の は をしのぐほどで の

で した は と われています

に が を いた

は で

きな たりをとり､ や のファッショ

ンにまで を えました

また､ の を し を で

の に し げたことも の の つ

としてあげられます

の は

までの が も した

の を に します の

が いた をとくとご さい

し

まで
ただし は まで

は の は
をお ちの き い は

1786 1864

15 16

22

60

38 172

1804 17

1830 43

12 30

13 30
30

30
14 22 28
500 450
300 270
100 90

20

つや いき

ざんしん

さし え にせむらさきいなかげんじ

そうそうしかい

し せ い

し かい

【会 期】

【 ー ー （展示解説）】

【 ー 】

【開館時間】

【休館日】

【入館料】

7 4 8 3

7 1

7 1
9 5

4
7 7

1

ミュ ジアムト ク

ワ クショップ

22


